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市公式LINEの
「受信設定」をお願いします
　広報塔の放送内容を市公式LINEで受信できます。
「受信設定」の方法は、下のQRコードからご確認く
ださい。
問い合わせ　市政情報課広報・市政情報担当

ホームページ

INDEX No.682

p.3 ▶ 会計年度任用職員を募集します

p.4 ▶ 令和４年度　決算報告

p.７ ▶

11月12日から25日までは
女性に対する暴力をなくす
運動週間

p.11▶ 医療費を大切に使いましょう

p.12 ▶
下水道管の維持管理に
ご協力ください

P.14 ▶ あなたのまちから

p.16 ▶ ひだかインフォメーション

p.24 ▶ 子育て応援！きらきら通信

p.26 ▶ ひだか市民情報ひろば

p.27 ▶
くらしの情報
無料相談

p.28 ▶
走力UP！教室
わが家の愛撮る

朗読ボランティアグループ「日高もくせ
いの会」の皆さんのご協力により、「声の
広報ひだか」を発行しています。市ホーム
ページから聞くことができるほか、デイ
ジー版CDを貸し出しています。詳しくは、
日高市社会福祉協議会☎985－9100、ま
たは市立図書館☎985－5121へご連絡く
ださい。

今月の表紙

　初の試みとして、電気自動車からの給電による環
境に配慮した巾着田曼珠沙華公園ライトアップを行
いました。 （市民カメラマン　平田源二さん撮影）

日高市役所
〒350－1292　日高市大字南平沢1020番地
 042－989－2111
 042－989－2316

開庁時間 午前８時30分～午後５時15分
　　　　　（土・日曜日、祝日、年末年始を除く）
延長窓口　 市民課・保険年金課・子育て応援課・

収税課・税務課の一部業務
　　　　　毎週火曜日　午後７時まで
　　　　　（祝日を除く）
市税臨時収納窓口 収税課
　　　　　11月26日（日）
　　　　　午前８時30分～正午

Twitter LINEfacebookInstagram

市公式SNS

今月の納税 （11月30日（木）納期限）

▶　固定資産税・都市計画税…………………………第４期
▶　国民健康保険税……………………………………第５期

　広報ひだか11月号に掲載している情報は10月23日現
在のものです。詳しくは、各記事の問い合わせ先にご確
認ください。

外
がいこくじん
国人の皆

みな
さんへ（For foreign residents）

市
し
ホームページでは、やさしい日

に ほ ん ご
本語

でのページを用
よう い
意しています。日

に ほ ん ご
本語

教
きょう
室
しつ
の案
あんない
内もあります。 がいこくじんの

みなさんへ

日高市　公式LINE 検索
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問い合わせ　総務課人事厚生担当

会計年度任用職員を募集します募集

募集職種
　 一般行政事務員、情報処理補助員、交通指導員、
滞納処分事務指導員、消費生活相談員、内職相談
員、就労支援員、家庭児童相談員、母子・父子自
立支援プログラム策定員、児童発達支援員、子育
て支援員、保育士、保健師、介護支援専門員、看
護師、管理栄養士、栄養士、助産師、母子保健利
用者支援専門員、給食運搬員、教育相談員、臨床
心理士、ふれあい相談員、教育指導員、教育指導
幹、特別支援教育補助員、学習支援員、ICT支援員、
図書整理員、発掘調査作業員、文化財資料整理員、
用務員、図書館司書
募集期間　11月30日（木）まで（消印有効）
応 募書類　申込書、資格・免許の写し（職種によ
って必要）

※申込書は、市ホームページからダウンロードでき
るほか、総務課窓口で配布しています。

申し込み方法　郵送または直接担当へ
選考方法　書類選考、面接など
勤務開始日　令和６年４月以降
留意事項
〇 勤務条件（任用期間、勤務場所、報酬・給料、手当、
加入する保険等）は職種によって異なります。
〇年齢制限はありません。
〇 地方公務員法第16条の欠格条項に該当する人は
応募できません。
〇 会計年度任用職員とは、１年度内（４月１日～翌
年３月31日）で勤務する非常勤の職員です。
今 すぐ働きたい人へ
　 現在も随時募集を行っている
職種があります。
※詳しくは、市ホームページを
ご覧ください。または担当へお
問い合わせください。

※簡単な面接を行います。直接お持ちになる場合は、
事前にご連絡ください。
報 酬等 時間額1,028円（距離に応じた通勤手当あり）
問い合わせ　 
税務課市民税担当（１階⑫番窓口）

募集期間 11月30日（木）まで（消印有効）
資格等 接客およびパソコン操作ができる人
申し込み方法 申込書を郵送または直接担当へ
※申込書は、市ホームページからダウンロードできる
ほか、税務課窓口で配布しています。

♦課税事務補助
業務内容 期間 勤務時間 勤務場所

課税資料整理・点検
事務・書類整理

令和６年１月15日（月）
～３月29日（金） 午前９時～午後４時（週３日） 市役所のみ

市申告会場での
案内や申告書の交付

令和６年２月１日（木）
～３月15日（金）

午前８時30分から午後６時までの
６時間30分（週３日）
※日曜日勤務が１日あります。

市申告会場
（市役所、生涯学習センター、高麗・
武蔵台・高萩・高萩北公民館を予定）

問い合わせ　政策秘書課秘書担当

10月１日（日高市民の日）、日高市定例表彰式を行いましたお知らせ

　広く市民の模範となるべき功績のあった個人および団体を本年度は12人を表彰しました。受賞された皆さん
を紹介します。（順不同・敬称略）
自治功労
　佐藤真 市議会議員
　野﨑誠 固定資産評価審査委員会委員長
　福井一洋 農業委員会会長
　梅澤三子 農業委員会委員
　鳴河のり子 農業委員会委員 
　土屋礼子 民生委員推薦会委員
　北田文子 元児童福祉審議会委員　
　秋田素子 元上下水道事業運営審議会委員
　千葉美葉 元上下水道事業運営審議会委員

消防功労 堀口豊 消防団員
社会福祉功労 福山和子 民生委員・児童委員
保健衛生功労 清水久身江 学校歯科医
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歳入（収入）
234億986万円

（前年度比1.2％増）

歳出（支出）
216億6,694万円
（前年度比3.8％増）

区分 用語の説明 １人当たり

①民生費 子ども、高齢者、障がい者などへの福祉
にかかるお金 約15.3万円

②総務費 市の全般的な仕事にかかるお金 約6.7万円

③教育費 小・中学校、生涯学習・スポーツ振興、
図書館などにかかるお金 約5.5万円

④衛生費 健康増進やごみ・し尿処理にかかるお金 約3.6万円

⑤公債費 借り入れた市債の元金の返済および利子
の支払いにかかるお金 約2.8万円

⑥土木費 道路、公園、雨水排水の整備などにかか
るお金 約2.3万円

⑦消防費 広域消防、消防団、消火栓、防火水槽な
どにかかるお金 約1.5万円

⑧その他 災害復旧費、商工費、議会費などの合計 約2.1万円

区分 用語の説明 １人当たり

❶市税
所得や資産などに応じて納める税金
（市民税、固定資産税、軽自動車税、
市たばこ税、都市計画税）

約15.4万円

❷ 国庫
　支出金

特定の事業に使うことを目的に国から
交付されるお金 約8.1万円

❸繰越金 前年度純剰余金や前年度から本年度に
繰り越された事業の財源となるお金 約4.2万円

❹地方
　交付税

地方公共団体間の税収などの財源の不
均衡を調整し、全ての地方公共団体が
一定の行政水準を維持できるように国
から交付されるお金

約3.8万円

❺地方消費
　税交付金

地方消費税のうち市町村に交付される
お金 約2.4万円

❻県支出金 特定の事業に使うことを目的に県から
交付されるお金 約2.4万円

❼市債 主に道路や公共施設などを整備するた
めに借り入れるお金 約2.3万円

❽その他 繰入金、寄附金、使用料及び手数料な
どの合計 約4.4万円

※都市計画税は土地区画整理事業のほか、都市計画道路、下水道
の整備などの都市計画事業のために使いました。

一 般 会 計

令和４年度 決 算 報 告
市民１人当たりの市税の負担状況を詳しく見ると…

合計
15万3,958円

都市計画税

6,022円

市たばこ税

7,257円

軽自動車税

3,319円

固定資産税

７万5,830円

市民税

６万1,530円

問い合わせ　財政課財政担当

❶市税
83億9,951万円
（35.9%）

❷国庫支出金
43億9,782万円
（18.8％）

❼市債
12億4,101万円
（5.3％）
❻県支出金
12億9,621万円
（5.5％）

❹地方交付税
20億8,238万円
（8.9％）

❸繰越金
22億7,799万円
（9.7％）

❺地方消費税交付金
13億1,643万円
（5.6％）

❽その他
23億9,851万円
（10.3％）

①民生費
83億3,870万円
（38.5％）

②総務費
36億4,171万円
（16.8％）

④衛生費
19億4,507万円
（9.0％）

③教育費
30億2,119万円
（13.9％）

⑥土木費
12億4,772万円
（5.8％）

⑤公債費
15億947万円
（7.0％）

⑦消防費
８億366万円
（3.7％）

⑧その他
11億5,942万円
（5.3％）

　一般会計の歳入は234億986万円、歳出が216億
6,694万円で市制施行後２番目に大きな決算額とな
りました。
　この結果、歳入歳出の差引残額は令和５年度へ繰
り越した事業の財源を除き14億1,614万円の黒字
となりました。この残金は令和５年度へ繰り越しま
す。今後も、社会保障制度に係る経費や公共施設の
整備費等の増加が見込まれることから、引き続き財
政の健全性を保つために、歳入の確保や事務事業の
効率化を図っていきます。

市 債 の 状 況
令和４年度末における全会計の市債残高は…

238億8,170万円
昨年度末と比較すると…1,521万円の減少

市民１人当たりでは…約43.8万円
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健全化判断比率と資金不足比率
　健全化判断比率（実質赤字比率・連
結実質赤字比率・実質公債費比率・
将来負担比率）および資金不足比率は、
市の財政の健全化を判断する指標です。
　この比率が一つでも国が定めている
早期健全化基準（公営企業会計では経
営健全化基準）以上である場合は、財
政の健全化計画を策定し、自主的に財
政の健全化を図っていくことになりま
す。
　令和４年度決算では、全ての比率が
早期健全化基準（経営健全化基準）を下
回っており、市の財政は健全な状況で
あると判断できます。

健全化判断比率

区分 実質赤字
比率

連結実質赤字
比率

実質公債費
比率

将来負担
比率

日高市 ― ― 3.9％ ―
早期健全化基準 13.08％ 18.08％ 25.0％ 350.0％
※「―」は赤字などがないため比率が算定されないことを示しています。
【用語の説明】
実質赤字比率………市の一般会計などの赤字の程度を示すもの
連結実質赤字比率…市の全ての会計における赤字の程度を示すもの
実質公債費比率…… 市の借入金返済額などにかかる実質的な財政負担の程度を示

すもの
将来負担比率……… 借入金の残金など市が将来支払わなければならない負担の程

度を示すもの

資金不足比率
公営企業会計名 資金不足比率 経営健全化基準

水道事業 ― 20.0％
下水道事業 ― 20.0％
武蔵高萩駅北土地区画整理事業（宅地造成） ― 20.0％
※「―」は資金不足がないため比率が算定されないことを示しています。
【用語の説明】
資金不足比率………公営企業会計ごとの資金不足の状況を示すもの

　民間企業と同じように事業の収入で
支出を賄う独立採算を原則とする会計
です。日高市には水道事業会計と下水
道事業会計の２つの公営企業会計があ
ります。

公営企業会計の執行状況
会計名 区分 収入額 支出額

水道事業
収益的収支 11億1,201万円 11億2,474万円
資本的収支 ４億8,515万円 ７億8,843万円

下水道事業
収益的収支 11億9,787万円 10億3,343万円
資本的収支 ６億5,429万円 ７億2,244万円

収 益的収支： 給水や排水などの営業活動にかかる収入と支出
資本的収支： 将来の給水や排水などに備えて施設や配（排）水管を整備するなど、

設備投資にかかる収入と支出

公営企業会計

　特定の事業を行う場合、または特定
の収入で事業を行う場合に、経理を他
の会計と区別する必要があるため、法
律や条例に基づいて設置している会計
です。
　日高市には、国民健康保険特別会計
をはじめ、４つの特別会計があります。

特別会計の執行状況

会計名 収入額 支出額うち一般会計
からの繰入金

国民健康保険 062億1,134万円 ４億6,315万円 061億5,973万円
後期高齢者医療 ８億6,616万円 １億6,210万円 ８億6,114万円
介護保険 043億1,151万円 ６億4,830万円 041億8,382万円
武蔵高萩駅北
土地区画整理事業 ２億9,725万円 ２億0,360万円 ２億5,222万円

合　　計 116億8,626万円 014億7,715万円 114億5,691万円

特 別 会 計

※金額の単位を「万円」にそろえているため、公表関係図書と異なる場合があります。
※市民１人当たりの額は、令和５年３月31日現在の人口５万4,557人を基に算出しています。
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児童虐待とは
　児童虐待は社会全体で解決すべき問題です。虐待を受けたと思われる子どもや子育てに悩む親を見かけたとき、
自身が出産や子育てに悩んだときは、ご相談ください。しつけと思っていても、子どもの体や心に苦痛を与える
ことは虐待です。虐待には次の４つの種類があります。

問い合わせ　子育て応援課子育て応援担当（１階⑥番窓口）

11月は、オレンジリボン虐待防止推進キャンペーン
～あなたしか　気づいてないかも　そのサイン～お知らせ

　体罰は法律で禁止されています。体罰は、子どもの
心身の発達等に、悪影響を及ぼす可能性があります。
一人一人の意識を変えていくとともに、子育て中の保
護者への支援も含めて社会全体で取り組みましょう。

（分からない内容があっても大丈夫です）
〇虐待またはその可能性のあった日時
〇子ども、保護者の情報（名前、年齢、性別、住所等）
〇 虐待の恐れがあると思った状況（誰が、どこで、どのように）

　オレンジリボンには、「子どもに
対する虐待を防止する」というメッ
セージが込められており、この運動
のシンボルマークとなっています。

11月11日（土）・12日（日）に行われる日高市民まつ
りでブースを出展します。オレンジリボンなどの啓発
グッズを配布します。

体罰によらない子育てを広げよう！

オレンジリボン

相談・通報のポイント

児童虐待防止・オレンジリボン啓発活動

　令和６年４月に、子育てに関する情報、親子で遊べる公園やお出かけスポットの紹介など、子どものいる家庭
向け情報誌「2024年度版日高市子育て応援ガイドきらきら」を発行します。
　妊娠中の人や子育て中の人など多くの人に見てもらえるように、市役所の窓口のほか、市内の保育所（園）・幼
稚園や保健相談センター等で配布する予定です。
　官民協働制作として株式会社サイネックスが、このガイドブックに有料広告を掲載する事業者を募集していま
す。子育て中の人を中心に、多くの人の目に触れる広告媒体です。広告の掲載を希望する場合は、12月29日（金）
までに（株）サイネックス（☎042-538－1040）へお電話ください。

問い合わせ　子育て応援課子育て応援担当（１階⑥番窓口）

官民協働による『日高市子育て応援ガイドきらきら』制作中お知らせ

身体的虐待
殴る、蹴る、叩く、投げ落とす、激しく揺さぶる、縛る、
やけどを負わせる、溺れさせる等 

ネグレクト（養育放棄）
夜間に子どもだけで家に放置する、家に閉じ込める、
食事を与えない、ひどく不潔にする、自動車の中に放
置する、重い病気になっても病院に連れて行かない等 

性的虐待
子どもへの性的行為、性的行為を見せる、ポルノ
グラフィの被写体にする等 

心理的虐待
言葉による脅し、無視、きょうだい間での差別的
扱い、子どもの目の前で家族に対して暴力を振る
う（ＤＶ）等 

虐待かなと思ったときは相談・通告を
（守秘義務は守られます）
〇児童相談所全国共通３桁ダイヤル
　☎1

いちはやく
89（24時間）

〇川越児童相談所　☎049－223－4152
　（午前８時30分～午後６時15分）
※土・日曜日、祝日を除く
〇日高市家庭児童相談室（子育て応援課内）
　☎985－8118（午前９時～午後５時）
〇子育て応援課（１階⑥番窓口）
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　デートDVとは、交際相手との間の暴力のことで、
力を使って相手を思い通りに支配することです。無
視する、バカにする、常に行動をチェックする、他
の人と仲良くしていると責める、いつもおごらせる、
LINEや通話履歴を見る、メッセージの返事をすぐに
返さないと怒るなどもデートDVのひとつです。相手
が思い通りにならないと、脅しや暴力で従わせようと
するのは愛ではありません。自分や自分の周りの人が
被害者にも加害者にもならないよう、デートDVにつ
いて知りましょう。また、友人や家族が
悩んでいたら、相談先があることを伝え
てください。

　AV出演被害防止・救済法により、AV出演契約を
取り消したり、販売や配信を停止する
ことができます。一人で悩まず、すぐ
にご相談ください。

　DVとは、配偶者や元配偶者、恋人など、親密な関
係にある相手から振るわれる暴力のことです。家庭内
の問題や個人的な問題として考えられがちで、表面に
出にくい特徴があります。家庭内のことでも暴行など
に当たる行為が行われた場合、それは犯罪であり、重
大な人権侵害です。どんな理由があっても、暴力や暴
言であなたを支配しようとすることは、絶対に許され
ません。
　秘密厳守、無料で相談できる場所があります。一人
で悩まず相談してください。また、緊急の場合は、迷
わず110番通報を！　

暴力には５つの種類があります

問い合わせ　総務課人権推進・市民活動担当

11月12日から25日までは
女性に対する暴力をなくす運動週間お知らせ

デートDVを知っていますか？ AV出演被害を知っていますか？

DV（ドメスティック・バイオレンス）を
知っていますか？　

詳しくはこちら▶

詳しくはこちら▶

DV・デートDVに関する相談先
◆DV相談＋（プラス）
　☎0120－2

つ な ぐ
79－8

は や く
89

時間 電話およびメール相談：24時間
　　　チャット相談：正午～午後10時

◆DVお悩みチャット＠埼玉
日時　日・水・金曜日
　午後３時～８時30分
※年末年始（12月29日～１月３日）を除く。

◆埼玉県婦人相談センター
　☎048－863－6060または＃8

はれれ ば
008

日時 月曜日～土曜日　午前９時30分～午後８時30分
　　　日曜日・祝日　午前９時30分～午後５時
※年末年始（12月29日～１月３日）を除く。

◆埼玉県男女共同参画推進センター
（With Youさいたま）
　☎048－600－3800
日時 月曜日～土曜日　午前10時～午後８時30分
※祝日、第３木曜日および年末年始（12月29日～
１月３日）を除く。

◆西部福祉事務所（埼玉県福祉事務所）
　☎049－283－6780
日時　月曜日～金曜日　午前９時～午後４時
※祝日および年末年始（12月29日～１月３日）を
除く。

身 体的暴力 殴る、蹴る、首を絞める、物を投
げつける、突き飛ばす、刃物を振りかざす

精  神的暴力　「誰のおかげで生活できると思って
いるんだ」「役立たず」等の暴言、交友関係や
毎日の行動を細かく監視する、無視する

経済的暴力　必要な生活費を渡さない

性的暴力　性行為の強要、避妊に協力しない

子 どもを利用した暴力　子どもへの加害をほ
のめかす、子どもに被害者が悪いと思わせる

AV出演被害に関する相談先
◆ 性被害・性暴力被害者のための
　「ワンストップ支援センター」
　♯ 8

はやくワンストップ
8 9 1
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　令和５年度「明るい選挙」の啓発のためのポスター、習字を募集したところ、ポスター74点、習字613点の
応募がありました。応募作品の中から選考により入選された皆さんを紹介します。（敬称略）

問い合わせ　選挙管理委員会事務局（総務課内）☎989－2111

明るい選挙啓発作品入選者等を紹介しますお知らせ

ポスターの部（県へ推薦10点）
　高麗小学校６年　　　石田奈穂　　　高麗川小学校６年　　福嶋日向子　　高萩小学校３年　　　安藤栄一朗
　高萩小学校３年　　　小林要翔　　　武蔵台小中学校１年　矢野絵麻　　　高麗川中学校１年　　佐藤颯飛
　高麗川中学校３年　　千種桃羽　　　高根中学校１年　　　島田悠路　　　高根中学校３年　　　平井楓絵
　高根中学校３年　　　森田愛梨

習字の部（優秀賞30点のうち特選４点）
小学生の部
優秀賞（特選）
　高麗川小学校１年　　佐々木光輝　　高麗川小学校３年　　小野愛栞　　　高根小学校６年　　　安原実千佳
優秀賞
　高麗小学校２年　　　新井笑琳　　　高麗小学校２年　　　畑陽菜未　　　高麗小学校３年　　　比留間萌乃
　高麗小学校５年　　　比留間莉乃　　高麗川小学校３年　　大越茉利亜　　高麗川小学校３年　　齊藤碧良　
　高麗川小学校４年　　市川瑞希　　　高麗川小学校４年　　坂本碧羅　　　高麗川小学校４年　　井上咲紀
　高麗川小学校５年　　中野郁奈　　　高麗川小学校５年　　太田結菜　　　高麗川小学校５年　　小久保七海
　高麗川小学校６年　　井上祐花　　　高麗川小学校６年　　福嶋日向子　　高萩小学校２年　　　水口笑奈
　高萩小学校６年　　　嘉数友里　　　高根小学校５年　　　関悠馬　　　　高萩北小学校１年　　田中沙幸
　高萩北小学校４年　　野村穂乃花　　高萩北小学校６年　　馬場奈緒子　　武蔵台小中学校４年　石塚彩芽
　武蔵台小中学校４年　田中あおい
中学生の部
優秀賞（特選）
　高麗川中学校３年　　堀口結帆
優秀賞
　高麗中学校３年　　　鈴木優
　高麗川中学校１年　　瀧澤柊和
　高麗川中学校２年　　上谷優衣　
　高麗川中学校２年　　村松美歩

優秀賞受賞の習字作品を展示します
展示期間・場所
〇11月11日（土）～19日（日）・生涯学習センター
〇11月21日（火）～29日（水）・高麗公民館
〇12月 １日（金）～14日（木）・高萩公民館
〇 12月16日（土）～26日（火）・文化体育館「ひだかアリーナ」
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　ダイアプラン環境ポスターコンテストの作品を募集したところ、358点の応募がありました。応募作品の中か
ら選考により入賞された皆さんを紹介します。（敬称略）

問い合わせ　環境課生活環境担当

ダイアプラン環境ポスターコンテストの入賞者を紹介しますお知らせ

小学生低学年の部
ダイア賞　武蔵台小中学校１年　　安藤優花
金賞　　　高萩小学校２年　　　　中野瑞己
銀賞　　　高萩小学校１年　　　　小林依楓
銅賞　　　高萩小学校１年　　　　渡部陽太
　　　　　高萩小学校２年　　　　飯野公裕
小学生中学年の部
ダイア賞　高萩小学校３年　　　　小林要翔
金賞　　　高麗小学校３年　　　　渡邉陽斗
銀賞　　　高麗川小学校４年　　　石川夢乃
銅賞　　　高萩小学校４年　　　　井上紗良
　　　　　高麗小学校４年　　　　坂本悠吏

小学生高学年の部
ダイア賞　高麗川小学校６年　　加賀谷柚季
金賞　　　高萩小学校６年　　　土田佐和
銀賞　　　高麗川小学校５年　　角岡美空
銅賞　　　高萩小学校５年　　　柿沼瑛祐
　　　　　高麗小学校６年　　　新井柚和
中学生の部
ダイア賞　高根中学校３年　　　平井楓絵
金賞　　　高萩中学校１年　　　松田哉太
銀賞　　　高萩中学校１年　　　鈴木健太
銅賞　　　高萩中学校２年　　　比留間咲
　　　　　高根中学校３年　　　森田愛梨

全ての入賞作品を市内で展示します
展示期間　11月14日（火）まで
場 所　 文化体育館「ひだかアリーナ」
※ダイア賞の作品は所沢市・飯能市・入間市・
狭山市で展示します。

ダイア賞　武蔵台小中学校１年　安藤優花

ダイア賞
高萩小学校３年　小林要翔

ダイア賞
高麗川小学校６年　加賀谷柚季

ダイア賞　
高根中学校３年　平井楓絵
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　国民健康保険に加入している40歳から74歳までの人を対象とした特定健康診査（特定健診）を実施しています。
　健診は、生活習慣病の前段階であるメタボリックシンドロームに着目し、糖尿病、高血圧症、脂質異常症など
の早期発見・予防を目的に無料で受けることができます。
　健診にかかる時間は１時間程度で、受診期間は令和６年３月末までです。年明けは混雑しますので、
早めの予約をお願いします。受診券をなくした人は、電子申請または窓口で再申請の手続きをして
ください。
40～50歳代の皆さん特定健診を積極的に受けましょう
　心身ともに疲れが取れにくくなったり、体型に変化が現れたりしても何かと忙しく健康のことを後回しにして
いませんか。日々のストレスや偏った食事、飲酒・喫煙などが生活習慣病の原因になります。
　40～50歳代の健診受診率が低い一方で、生活習慣病で医療機関を受診している人の割合は50歳代から増加し
ています。健診を受けていない人は、受けている人と比べて生活習慣病等の医療費が一人当たり11,867円高く
なるデータがでています。健診を受けて自身の健康管理に役立ててください。

問い合わせ　保険年金課国民健康保険担当（１階③番窓口）

11月は特定健康診査の受診強化月間ですお知らせ

あなたに合った生活習慣改善法を一緒に考えます
「特定保健指導」を受けて生活習慣を改善しましょう
　特定健診および補助を利用した人間ドックの結果から、生活習慣病（糖尿病、高血圧症、脂質異常症など）
の発症リスクが高く、生活習慣の改善により生活習慣病の予防効果が多く期待できると判断した人を対象
に管理栄養士が３～６か月間、適切な食事や運動について、生活習慣を見直すサポートを行う特定保健指
導を実施しています。
　生活習慣病発症リスクにより「動機付け支援」「積極的支援」と判定された人には、市から「特定保健
指導のご案内」を送付します。
　保健指導の実施は、民間の事業者へ委託しています。実施事業者から電話等で利用おすすめの連絡をす
ることがあります。あらかじめご了承ください。
令和５年度特定保健指導実施事業者　株式会社現代けんこう出版

電子申請はこちら▶

■集団健診の申し込み受け付け中です
日時　12月22日（金）　午前９時30分～正午
場所　保健相談センター
※同時に、肺がん・結核検診と大腸がん検診も受診できます。
申し込み　電子申請または電話で担当へ
■特定健診を受けて当てよう！受診キャンペーン
対 象　市が送付した受診券で、11月30日（木）までに健診
を受診した人（申し込み不要）
賞品
① 日高市産の野菜…初めて健診を受診した人の中から30人
② ミニタオル…３年連続で健診を受診している人の中から
30人
③ 健診ファイル…本年度40歳になる人で健診を受診した人
の中から30人
※抽選結果は発送をもって発表に代えさせていただきます。

■勤務先で健診を受ける人へ
　国民健康保険に加入していて、勤務先の健康
診断（事業主健診）を受けた場合は、健診結果を
保険年金課窓口にお持ち
ください。特定健診の項
目を満たした人には、市
オリジナルタオルをプレ
ゼントします。
■医療機関で治療中の人へ
　治療中の疾患だけでなく、からだ全体を見て
もらうためにも、受診の必要性について、かか
りつけ医にご相談ください。
　血液検査や尿検査等の治療に伴う検査には、
健診の検査項目が多く含まれていますので、健
診に該当する検査データの提供をお願いします。
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　国民健康保険に加入している40歳から74歳までの人を対象とした特定健康診査（特定健診）を実施しています。
　健診は、生活習慣病の前段階であるメタボリックシンドロームに着目し、糖尿病、高血圧症、脂質異常症など
の早期発見・予防を目的に無料で受けることができます。
　健診にかかる時間は１時間程度で、受診期間は令和６年３月末までです。年明けは混雑しますので、
早めの予約をお願いします。受診券をなくした人は、電子申請または窓口で再申請の手続きをして
ください。
40～50歳代の皆さん特定健診を積極的に受けましょう
　心身ともに疲れが取れにくくなったり、体型に変化が現れたりしても何かと忙しく健康のことを後回しにして
いませんか。日々のストレスや偏った食事、飲酒・喫煙などが生活習慣病の原因になります。
　40～50歳代の健診受診率が低い一方で、生活習慣病で医療機関を受診している人の割合は50歳代から増加し
ています。健診を受けていない人は、受けている人と比べて生活習慣病等の医療費が一人当たり11,867円高く
なるデータがでています。健診を受けて自身の健康管理に役立ててください。

問い合わせ　保険年金課国民健康保険担当（１階③番窓口）

11月は特定健康診査の受診強化月間ですお知らせ

あなたに合った生活習慣改善法を一緒に考えます
「特定保健指導」を受けて生活習慣を改善しましょう
　特定健診および補助を利用した人間ドックの結果から、生活習慣病（糖尿病、高血圧症、脂質異常症など）
の発症リスクが高く、生活習慣の改善により生活習慣病の予防効果が多く期待できると判断した人を対象
に管理栄養士が３～６か月間、適切な食事や運動について、生活習慣を見直すサポートを行う特定保健指
導を実施しています。
　生活習慣病発症リスクにより「動機付け支援」「積極的支援」と判定された人には、市から「特定保健
指導のご案内」を送付します。
　保健指導の実施は、民間の事業者へ委託しています。実施事業者から電話等で利用おすすめの連絡をす
ることがあります。あらかじめご了承ください。
令和５年度特定保健指導実施事業者　株式会社現代けんこう出版

電子申請はこちら▶

■集団健診の申し込み受け付け中です
日時　12月22日（金）　午前９時30分～正午
場所　保健相談センター
※同時に、肺がん・結核検診と大腸がん検診も受診できます。
申し込み　電子申請または電話で担当へ
■特定健診を受けて当てよう！受診キャンペーン
対 象　市が送付した受診券で、11月30日（木）までに健診
を受診した人（申し込み不要）

賞品
① 日高市産の野菜…初めて健診を受診した人の中から30人
② ミニタオル…３年連続で健診を受診している人の中から
30人

③ 健診ファイル…本年度40歳になる人で健診を受診した人
の中から30人

※抽選結果は発送をもって発表に代えさせていただきます。

■勤務先で健診を受ける人へ
　国民健康保険に加入していて、勤務先の健康
診断（事業主健診）を受けた場合は、健診結果を
保険年金課窓口にお持ち
ください。特定健診の項
目を満たした人には、市
オリジナルタオルをプレ
ゼントします。
■医療機関で治療中の人へ
　治療中の疾患だけでなく、からだ全体を見て
もらうためにも、受診の必要性について、かか
りつけ医にご相談ください。
　血液検査や尿検査等の治療に伴う検査には、
健診の検査項目が多く含まれていますので、健
診に該当する検査データの提供をお願いします。
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　医療機関等を受診したときの医療費（国民健康保険分）は、皆さんが納める保険税と国からの補助金等から支払
われています。以下を参考に、今後も皆さんが安心して医療を受けられるよう、ご協力をお願いします。

問い合わせ　保険年金課国民健康保険担当（１階③番窓口）

医療費を大切に使いましょうお知らせ

セルフメディケーションで健康管理をしましょう
　セルフメディケーションとは、「自分自身の健康
に責任を持ち、軽度な体の不調は自分で手当てする
こと」（WHOの定義）です。
　特定健康診査を受診し、自分の体の状態を定期的
に把握するとともに、軽い体調不良の際には、薬局
やドラッグストアなどで処方箋なしに購入できる
OTC医薬品を上手に使いましょう。
かかりつけ医を持ちましょう
　信頼できるかかりつけ医は、日常的に医療を行う
だけでなく、健康相談ができる大切な存在です。過
去の診療のデータも活用でき、病気の早期発見につ
ながります。
重複受診は控えましょう
　複数の医師に同じ病気を診てもらうこと（セカン
ドオピニオンは除く）は、その都度初診料がかかり、
検査・処置・注射・投薬などを最初からやり直すこ
とになります。現在の治療に不安があるときは、ま
ずかかりつけ医に相談しましょう。
緊急時以外は平日昼間に受診しましょう
　休日や夜間は、重症患者に対応する時間です。加
算が付いて医療費の負担も増えます。やむを得な
い場合以外は、平日の時間内に受
診しましょう。受診に迷ったとき
は埼玉県救急電話相談（♯7119）
または子ども医療電話相談（♯
8000）を利用しましょう。家庭で
の対処方法や医療機関への受診の
必要性について、看護師が電話で
相談に応じます。

多数服薬（重複・多剤服薬）に気をつけましょう
　複数の医療機関で同じような薬を処方されること
により、体に負担がかかる恐れがあります。該当す
る人には通知を送付していますので、医師・薬剤師
に相談しましょう。また、お薬手帳を持つことで、
処方された薬の履歴をまとめられるだけではなく、
多数服薬の副作用（ポリファーマシー）の確認などに
役立ちます。積極的にお薬手帳を活用しましょう。
ジェネリック医薬品を活用しましょう
　ジェネリック医薬品は、新薬と同等の効果がある
と認められている後発医薬品のことです。新薬より
安価なため、薬代の自己負担を軽減し、医療費を抑
えることができます。
交通事故などにあったときは必ず連絡をしましょう
　交通事故や傷害、他人の飼い犬に噛まれたなど第
三者の行為によって受けた傷病の医療費は、原則と
して加害者が全額負担します。損害賠償等で時間が
かかるときは、国民健康保険で一時的に立て替える
こともありますが、保険証を使用するときは必ず保
険年金課国民健康保険担当へ連絡をしましょう。
整骨院や接骨院で施術を受ける人へ
　保険の対象となる負傷は、外傷性が明らかな骨折、
脱臼、打撲および捻挫（肉ばなれを含む）に限られま
す。単なる肩こりや筋肉疲労は対象外です。施術を
受ける前に確認しましょう。
　また、施術を受けた人に、負傷の原因や施術内容
を照会することがあります。これは整骨院・接骨院
が提出する請求内容と実際に受けた施術内容が一致
するかを確認するためのものです。適正な療養費支
給のため、回答にご協力をお願いします。

　火災の多い時期を迎えるに当たり、消防団の服装や車両、資器材などを点検し、災害発生時に迅速に対応する
準備ができているか確認するほか、消防団員の士気の高揚を図るため、実施するものです。
　なお、本年度からより多くの市民に見ていただくため、会場を日高市役所に移し実施します。
日時　11月４日（土）　午前９時～11時30分（雨天中止）
場所　日高市役所
内容　服装・機械器具の点検、放水試験など

問い合わせ　危機管理課防災・消防担当

令和５年度日高市消防団特別点検お知らせ
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　皆さんの普段使っている水道水は、いつから始まりどのように皆さんのもとへ届けられているのでしょうか。
皆さんの身近にある水道についてもっと知ってもらうために、今後４回にわたり、「日高市の水道」について紹
介します。
市の水道の歴史
　市の水道事業は、昭和44年度から創設事業が始まり、２年後の昭和46年に給水を開始しました。昭和47年度
から60年度における第１次から第３次までの拡張事業を経て、市全域への給水が可能な体制が整備されました。
　その後も安全な水質が確保された水道水を使用者へ安定供給していくために、昭和63年度から平成12年度の
第４次・第５次拡張事業により、水道施設の整備・更新・強化を図ってきました。
　平成13年度以降は、水質管理の強化や水道施設の維持管理を目的とした事業を中心に進めています。
　市では、いくつかある取水場からの水を浄水場で浄水処理を行っているほか、平成３年から埼玉県営水道から
の水道用水の供給を受けながら、水道利用者へ水道水を提供しています。
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。

問い合わせ　水道課経営総務担当☎989－2363

日高市の水道　～水道よもやま話①～お知らせ

　市の下水道は、人口の約６割にあたる約35,000人に使用され、市内には、200キロメートルを超える下水道
管が整備されています。浄化センターから一番遠い地域は、12キロメートルほど離れていて、生活排水が浄化
センターに到着するまでには約３時間30分の時間がかかります。皆さんの生活排水が適切に処理されるために
は、浄化センターの維持管理だけではなく、下水道管の維持管理も重要です。
　下水道管は、浄化センターで受け入れを開始してから34年以上経過しているものもあり、近年では油汚れな
どの堆積による詰まりが多く発生しています。水に溶けないものや食用油を含めた廃油などを排水すると、詰ま
りの発生や老朽化を進行させる原因にもなり、結果として、維持管理に多くの費用が必要となります。
　また、自宅の排水管でも、流してはいけないものを流したり、トイレのタンクに節水用のペットボトルを入れ
るなど過度な節水により汚物が十分に流れなくなったりすることで、詰まりの原因となることがあります。
　下水道管の維持管理に必要な費用には、皆さんの下水道使用料が使われています。下水道を適切に使用するこ
とは、皆さんの自宅の排水管のトラブルを防ぐことにもつながりますので、生活排水を流す際には、適切な使用
にご協力をお願いします。

問い合わせ　下水道課工務担当☎989－2771

下水道管の維持管理にご協力くださいお知らせ
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　ダイアプラン（埼玉県西部地域まちづくり協議会）設立35周年を記念して３つの事業を行います。
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。
ダイアプラン35周年祭
日時　11月25日（土）　正午～午後３時30分
場所　所沢市観光情報・物産館YOT－TOKO（所沢市松郷143－３）
内 容　キッチンカーの出店、狭山茶の試飲、５市のマスコットキャラクターとの
撮影会、音楽イベントなど
※35周年記念祭限定品の販売もあります。
問い合わせ　所沢市経営企画課　☎04－2998－9027
サイクリングマップの作成
「狭山茶」をテーマとしたサイクリングマップ
を作成しました。
　地域の魅力を感じながら、サイクリングでダイ
アプラン圏域を周遊してみませんか。
問い合わせ　日高市政策秘書課

周遊デジタルスタンプラリー
　スタンプを集めた人に豪華商品をプレゼントします。
期間　令和６年１月31日（水）まで
※参加には、QRコードからアプリ（furari）
のインストールが必要です。
問い合わせ　入間市企画課　☎04－2964－1111

ダイアプランが設立35周年を迎えますお知らせ

開館時間　午前９時～午後７時
休 館 日　11月27日（月）

☎985－5121
市立図書館から

図書館映画会「金曜シネマ」
上映作品　「未知との遭遇」（137分・吹替）
監督　スティーブン・スピルバーグ
出 演　リチャード・ドレイファス、フランソワ・トリ
ュフォー　他
日時　11月17日（金）　午前10時から
人数　100人（申し込み順）
費用　無料
申し込み　電話または直接市立図書館へ

おはなしポケット
大きい子向け
日 時　11月４日、12月２日の土曜日　午前11時から
小さい子向け
日 時　12月６日までの水曜日　午前11時から

図書館アンケートにご協力を
　図書館を利用する皆さんの満足度を把握し、図書館
サービス向上の参考とします。
期間　11月６日（月）～26日（日）

『東武鉄道のすべて』
編集：「旅と鉄道」編集部　出版社：山と渓谷社

　東京・埼玉・群馬・栃木・千葉に
路線を有する東日本最大の私鉄・東
武鉄道を、「企業」「路線」「駅」「車両」
「歴史」などのテーマから詳細に解説。
その魅力を豊富なカラー写真ととも
に紹介する。路線図MAP等も収録。

『60歳からの滑舌レッスン　１日３分でむせ予防！』
著者：赤間裕子　監修：山内積
出版社：世界文化社
　１日たった３分で口腔機能が向
上！むせや滑舌が気になるシニア世
代に向けて、準備編・あいうえお編・
早口言葉編の３つのステップで取り
組む滑舌レッスンを紹介する。コピ
ーして使うチェック表付き。

新刊図書案内 図書館流通センター（新刊全点案内）より引用
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　広報に掲載した写真をプリントして本人
に差し上げています。市政情報課広報・市
政情報担当まで郵送先をご連絡ください。

　武蔵台公民館で「日高ロコトレ教室」が開催され
ました。ロコモ体操は、特別な道具を使わずに「い
つでも、どこでも」できるトレーニングで、市内の
各公民館で毎月教室が開かれています。毎日の健康
維持・向上のため、お気軽にご参加ください。

（市民カメラマン　梅本知榮子さん）

26
９

　いつでもどこでも体力ＵＰ

　文化体育館「ひだかアリーナ」で「くりくりサポ
ーター養成講座」を開催しました。「くりくり元気
体操」は、誰でも簡単にできるよう工夫され、健康
づくりや介護予防に効果が出ている体操です。昨年
度までに講座を受講した100人以上の人が、市内各
地でくりくりサポーターとして活動しています。 

17
10

　地域で楽しく活動中

　巾着田曼珠沙華まつり会場内で「ひだか栗フェス
ティバル」を開催しました。４年ぶりの開催に多く
の人が訪れて、「高麗川マロン」等の販売は行列が
できるほどの大盛況。栗のつかみ取り等のアトラク
ションに参加した子どもたちも、満面の笑みを浮か
べていました。 （市民カメラマン　岡田進一さん）

30
９

　秋の味覚といえば

　子育て総合支援センター「ぬくぬく」で、「ふた
ごちゃん・プレママ一緒にあつまれ」を行いました。
初めて出会った双子同士のお友達も、最初は不思議
そうにしていましたが、すぐに仲良くなれました。
保護者同士も双子の子育てならではの楽しさや大変
さを共有できました。

９19
10

　重なる笑い声
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①

①

②

②

③

③

④

④

市民カメラマン
梅本知榮子さん（①番）、鯉沼治夫さん（②番）、
鈴木國昭さん（③番）、堀口愛さん（④番）撮影
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広 告 お陰様で　 51年11カ月　　大小ご宴会 松 竹 ☎０４２－９８９－０５９７
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窓
口
）

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
全
国
一
斉

情
報
伝
達
試
験
が
実
施
さ
れ
ま
す

国
に
よ
る
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）を
活
用
し
た
全
国
一
斉
情
報
伝

達
試
験
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
訓
練
当
日
は
、

市
内
65
か
所
に
設
置
し
て
あ
る
防
災
行
政
無

線（
広
報
塔
）か
ら
訓
練
放
送
が
流
れ
る
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
「
緊
急
放
送
」
と
し

て
通
知
が
出
ま
す
。
実
際
の
災
害
と
間
違
え

な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
災
害
の
発
生
や
気
象
状
況
な
ど
に
よ
り
、

中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

日
時

11
月
15
日
㈬

午
前
11
時

通
知
先

防
災
行
政
無
線（
広
報
塔
）、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ひ
だ
か
知
っ
得
情
報
ア
プ

リ
、
市
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
ひ
だ
か
防
災

メ
ー
ル
、
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

放
送
・
通
知
内
容
（
チ
ャ
イ
ム
）「
こ
れ
は
、

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で
す
」（
３
回
繰

り
返
し
）「
こ
ち
ら
は
、
ぼ
う
さ
い
ひ
だ

か
で
す
」（
チ
ャ
イ
ム
）

問
い
合
わ
せ

危
機
管
理
課
防
災
・
消
防
担
当

市
で
は
、
市
内
６
つ
の
地
区
に
学
校
運
営

協
議
会
を
設
置
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク

ー
ル
を
基
盤
と
し
た
小
中
一
貫
教
育
を
進
め

て
い
ま
す
。

各
地
区
で
は
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た

教
育
の
推
進
に
向
け
て
、
協
議
を
重
ね
、
実

践
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
高
麗
地
区
の
取
り
組
み
を
紹
介

し
ま
す
。

高
麗
地
区
で
は
、
令
和
７
年
４
月
の
義
務

教
育
学
校
「
高
麗
小
中
学
校
」
の
開
校
に
向

け
、
学
校
運
営
協
議
会
で
協
議
を
進
め
て
い

ま
す
。

〇
高
麗
小･

中
学
校
合
併
に
向
け
て

〇
通
学
路
の
安
全
確

保
に
つ
い
て

〇
学
校
応
援
団
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
あ

り
方
に
つ
い
て

〇
小
・
中
学
校
引
越

し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
つ
い
て

ま
た
、
小
・
中
学

校
の
教
職
員
が
連

携
・
協
働
し
、
開
校

準
備
会
で
の
話
し
合

い
を
行
っ
て
い
ま
す
。

〇
高
麗
の
自
然
・
歴

史
・
文
化
・
人
材

を
生
か
し
た
教
育
課
程
、
新
教
科
「
ふ
る

さ
と
科
」・
日
課
表
の
検
討
・
作
成

〇
運
動
会
・
体
育
祭
、
合
唱
祭
の
す
り
合
わ

せ
〇
縦
割
り
班
活
動
の
す
り
合
わ
せ

〇
両
校
の
廃
棄
物
品
の
分
別
・
処
分

高
麗
小
学
校
児
童

会
・
高
麗
中
学
校
生

徒
会
で
は
、
合
同
で

朝
の
あ
い
さ
つ
運
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。ま

た
、
小
・
中
学
校
合
同
で
高
麗
川
の
河

川
清
掃
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
小
学
生
は

中
学
生
を
見
習
い
、
中
学
生
は
小
学
生
に
や

さ
し
く
接
す
る
。
長
く
受
け
継
が
れ
て
い
る
、

高
麗
地
区
の
良
き
伝
統
で
す
。

保
護
者
・
地
域
の

皆
さ
ん
の
理
解
と
協

力
に
よ
り
、
大
変
実

り
あ
る
、
充
実
し
た

教
育
活
動
を
推
進
す

る
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。

次
回
は
、「
高
麗
川
地
区
」
の
取
り
組
み

を
紹
介
し
ま
す
。

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
基
盤
と
し
た
小
中
一
貫
教
育
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お
知
ら
せ

令
和
５・
６
年
度
入
札
参
加
資
格

審
査
の
追
加
申
請

市
が
発
注
す
る
工
事
や
業
務
委
託
な
ど
を

受
注
す
る
に
は
、
市
の
入
札
参
加
資
格
が
必

要
で
す
。
こ
の
資
格
審
査
の
追
加
申
請
を
次

の
期
間
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
業
種
に
よ
っ
て
は
、
建
設
業
労
働
災
害
防

止
協
会（
建
災
防
）の
加
入
が
必
要
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

「
建
設
工
事
」、「
設
計
・
調
査
・
測
量
」、「
土

木
施
設
維
持
管
理
」
の
受
付
期
間

新
規
申
請（
県
電
子
入
札
共
同
シ
ス
テ
ム
の

ユ
ー
ザ
ー
Ｉ
Ｄ
な
し
）

11
月
24
日
㈮
ま
で

更
新
申
請（
県
電
子
入
札
共
同
シ
ス
テ
ム
の

ユ
ー
ザ
ー
Ｉ
Ｄ
あ
り
）

11
月
30
日
㈭
ま
で

「
物
品
・
そ
の
他
」
お
よ
び
「
小
規
模
工
事
・

修
繕
等
」
の
受
付
期
間

11
月
30
日
㈭
ま
で

問
い
合
わ
せ

管
財
課
契
約
検

査
担
当（
１
階
①
番
窓
口
）

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
全
国
一
斉

情
報
伝
達
試
験
が
実
施
さ
れ
ま
す

国
に
よ
る
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）を
活
用
し
た
全
国
一
斉
情
報
伝

達
試
験
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
訓
練
当
日
は
、

市
内
65
か
所
に
設
置
し
て
あ
る
防
災
行
政
無

線（
広
報
塔
）か
ら
訓
練
放
送
が
流
れ
る
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
「
緊
急
放
送
」
と
し

て
通
知
が
出
ま
す
。
実
際
の
災
害
と
間
違
え

な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
災
害
の
発
生
や
気
象
状
況
な
ど
に
よ
り
、

中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

日
時

11
月
15
日
㈬

午
前
11
時

通
知
先

防
災
行
政
無
線（
広
報
塔
）、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ひ
だ
か
知
っ
得
情
報
ア
プ

リ
、
市
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
ひ
だ
か
防
災

メ
ー
ル
、
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

放
送
・
通
知
内
容
（
チ
ャ
イ
ム
）「
こ
れ
は
、

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で
す
」（
３
回
繰

り
返
し
）「
こ
ち
ら
は
、
ぼ
う
さ
い
ひ
だ

か
で
す
」（
チ
ャ
イ
ム
）

問
い
合
わ
せ

危
機
管
理
課
防
災
・
消
防
担
当

市
で
は
、
市
内
６
つ
の
地
区
に
学
校
運
営

協
議
会
を
設
置
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク

ー
ル
を
基
盤
と
し
た
小
中
一
貫
教
育
を
進
め

て
い
ま
す
。

各
地
区
で
は
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た

教
育
の
推
進
に
向
け
て
、
協
議
を
重
ね
、
実

践
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
高
麗
地
区
の
取

り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

高
麗
地
区
で
は
、
令
和
７
年
４
月
の
義

務
教
育
学
校
「
高
麗
小
中
学
校
」
開
校
に
向

け
、
学
校
運
営
協
議

会
で
協
議
を
進
め
て

い
ま
す
。

〇
高
麗
小
・
中
学
校

合
併
に
向
け
て

〇
通
学
路
の
安
全
確

保
に
つ
い
て

〇
学
校
応
援
団
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
あ
り
方
に
つ
い
て

〇
小
・
中
学
校
引
越
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て

小
・
中
学
校
の

教
職
員
が
連
携
・
協

働
し
、
開
校
準
備
会

で
の
話
し
合
い
を
行

っ
て
い
ま
す
。

〇
高
麗
の
自
然
・
歴

史
・
文
化
・
人
材

を
生
か
し
た
教
育

課
程
、
新
教
科
「
ふ
る
さ
と
科
」、
日
課

表
の
検
討
・
作
成

〇
小
学
校
運
動
会
・
中
学
校
体
育
祭
、
合
唱

祭
の
す
り
合
わ
せ

〇
縦
割
り
班
活
動
の
す
り
合
わ
せ

〇
両
校
の
廃
棄
物
品
の
分
別
・
処
分

高
麗
小
学
校
児

童
会
・
高
麗
中
学
校

生
徒
会
で
は
、
合
同

で
朝
の
あ
い
さ
つ
運

動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

小
・
中
学
校
合
同

で
高
麗
川
の
河
川
清

掃
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
小
学
生
は
中

学
生
を
見
習
い
、
中

学
生
は
小
学
生
に
や

さ
し
く
接
す
る
。
長

く
受
け
継
が
れ
て
い

る
、
高
麗
地
区
の
良
き
伝
統
で
す
。

保
護
者
・
地
域
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力

に
よ
り
、
大
変
実
り
あ
る
、
充
実
し
た
教
育

活
動
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

次
回
は
、「
高
麗
川
地
区
」
の
取
り
組
み

を
紹
介
し
ま
す
。

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
基
盤
と
し
た
小
中
一
貫
教
育
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琉球拳法唐手術「空」
生徒募集中

ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
で

自
宅
か
ら
確
定
申
告
し
ま
せ
ん
か

ｅ－

Ｔ
ａ
ｘ
等
の
説
明
会
を
予
約
制
で
開

催
し
ま
す
。

日
時

12
月
１
日
㈮
・
11
日
㈪

午
前
10
時

〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時（
全
４
回
）

場
所

市
役
所
３
階
３
０
１
会
議
室

人
数

各
回
25
人
程
度（
申
し
込
み
順
）

講
師

税
務
署
職
員

費
用

無
料

持
ち
物

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
な
ど
）、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

申
し
込
み

電
話
ま
た
は
直
接
左
記
へ

問
い
合
わ
せ

税
務
課
市
民
税
担
当（
１
階

⑫
番
窓
口
）

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会

登
録
要
否
相
談
会

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会

期
日

11
月
10
日
㈮
、
12
月
12
日
㈫

登
録
要
否
相
談
会

期
日

11
月
24
日
㈮
、
12
月
13
日
㈬

※
詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

場
所
・
問
い
合
わ
せ

川
越
税
務
署（
川
越
市
並
木
４
５
２－

２
）

☎
０
４
９－

２
３
５－
９
４
１
１

健
康
保
険
証
利
用
登
録
、

公
金
受
取
口
座
登
録
等
の
支
援
窓
口

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康
保
険
証
と

し
て
使
用
す
る
た
め
に
は
、
利
用
登
録
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
公
金
受
取
口
座
は
、
給
付

金
等
の
受
け
取
り
用
口
座
と
し
て
、
本
人
名

義
の
口
座
を
国（
デ
ジ
タ
ル
庁
）に
任
意
で
登

録
す
る
制
度
で
す
。

い
ず
れ
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
か
ら
個
人
で

登
録
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
が
、
市
の
支
援
窓

口
も
ご
都
合
に
合
わ
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
間

令
和
６
年
３
月
29
日
㈮
ま
で

※
窓
口
延
長
時
の
支
援
窓
口
は
あ
り
ま
せ
ん
。

場
所

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

問
い
合
わ
せ

市
民
課
市
民
担
当（
１
階
②
番
窓
口
）

犬
の
狂
犬
病
予
防
注
射
は

お
済
み
で
す
か

生
後
91
日
以
上
の
犬
を
飼
っ
て
い
る
人
に

は
、
犬
の
登
録
と
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注

射
の
接
種
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

お
済
み
で
な
い
場
合
は
、
動
物
病
院
等
で

予
防
注
射
を
済
ま
せ
、
注
射
済
証
と
注
射
済

票
交
付
手
数
料（
１
頭
あ
た
り
５
５
０
円
）を

左
記
へ
お
持
ち
の
上
、
注
射
済
票
の
交
付
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。
市
と
協
定
を
締
結
し
て

い
る
動
物
病
院
で
は
、
そ
の
場
で
注
射
済
票

の
交
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

環
境
課
生
活
環
境
担
当

や
っ
ぱ
り
、
家
族
っ
て
い
い
ね

家
族
や
地
域
の
大
切
さ
、
子
ど
も
を
社
会

全
体
で
温
か
く
包
み
込
む
大
切
さ
等
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
11
月
第
３

日
曜
日
を
「
家
族
の
日
」、
11
月
第
２
日
曜

日
か
ら
第
４
日
曜
日
の
前
日
ま
で
を
「
家
族

の
週
間
」
と
定
め
、
こ
の
期
間
を
中
心
と
し

て
理
解
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

家
族
の
日

11
月
19
日
㈰

家
族
の
週
間

11
月
12
日
㈰
〜
25
日
㈯

問
い
合
わ
せ

子
育
て
応
援
課
子
育
て
応
援

担
当（
１
階
⑥
番
窓
口
）

日
高
市
二
十
歳
の
つ
ど
い

20
歳
に
な
ら
れ
た
皆
さ
ん
の
前
途
を
祝
し
、

二
十
歳
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。

当
日
は
式
典
の
様
子
を
ラ
イ
ブ
配
信
で
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
式
典
終
了
後
に

地
区
毎
に
交
流
の
場
を
設
け
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

日
時

令
和
６
年
１
月
７
日
㈰

午
前
10
時

受
け
付
け
、
11
時
式
典
開
始

場
所

文
化
体
育
館
「
ひ
だ
か
ア
リ
ー
ナ
」

※
駐
車
場
は
、
市
役
所
駐
車
場
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

対
象

平
成
15
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
16
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人

※
11
月
下
旬
以
降
に
案
内
状
を
送
付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
担
当

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

期
間

11
月
15
日
㈬
〜
21
日
㈫

時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

※
11
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰
は
午
前
10
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で

専
用
相
談
電
話

☎
０
５
７
０－

０
７
０－

８
１
０

相
談
担
当
者

法
務
局
職
員
ま
た
は
人
権
擁
護
委
員

問
い
合
わ
せ

さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
人
権

擁
護
課
☎
０
４
８－

８
５
１－

１
０
０
０

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
年
金
を
含

め
て
も
所
得
が
低
い
人
の
生
活
を
支
援
す
る

た
め
に
、
年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る

も
の
で
す
。

給
付
金
を
受
け
取
る
に
は
、
請
求
書
の
提

出
が
必
要
で
す
。
令
和
５
年
度
か
ら
新
た
に

給
付
金
の
支
給
対
象
と
な
る
人
に
は
、
９
月

１
日
以
降
順
次
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
お
知

ら
せ
と
は
が
き
形
式
の
請
求
書
を
お
届
け
し

て
い
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
年
金
を
受
給
す
る

人
は
、
年
金
請
求
手
続
き
と
併
せ
て
請
求
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
基
礎
年
金
番
号
を
用
意
の
上
、

左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

〇
所
沢
年
金
事
務
所

☎
04－

２
９
９
８－

０
１
７
０

〇
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０－

05－

４
０
９
２

保険年金課
国民年金・医療費担当

ね・ん・き・ん
ミニ知識

新
た
に
年
金
生
活
者

支
援
給
付
金
の
受
給

対
象
と
な
る
人
に

請
求
書
が
届
き
ま
す
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お
知
ら
せ

令
和
５・
６
年
度
入
札
参
加
資
格

審
査
の
追
加
申
請

市
が
発
注
す
る
工
事
や
業
務
委
託
な
ど
を

受
注
す
る
に
は
、
市
の
入
札
参
加
資
格
が
必

要
で
す
。
こ
の
資
格
審
査
の
追
加
申
請
を
次

の
期
間
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
業
種
に
よ
っ
て
は
、
建
設
業
労
働
災
害
防

止
協
会（
建
災
防
）の
加
入
が
必
要
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

「
建
設
工
事
」、「
設
計
・
調
査
・
測
量
」、「
土

木
施
設
維
持
管
理
」
の
受
付
期
間

新
規
申
請（
県
電
子
入
札
共
同
シ
ス
テ
ム
の

ユ
ー
ザ
ー
Ｉ
Ｄ
な
し
）

11
月
24
日
㈮
ま
で

更
新
申
請（
県
電
子
入
札
共
同
シ
ス
テ
ム
の

ユ
ー
ザ
ー
Ｉ
Ｄ
あ
り
）

11
月
30
日
㈭
ま
で

「
物
品
・
そ
の
他
」
お
よ
び
「
小
規
模
工
事
・

修
繕
等
」
の
受
付
期
間

11
月
30
日
㈭
ま
で

問
い
合
わ
せ

管
財
課
契
約
検

査
担
当（
１
階
①
番
窓
口
）

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
全
国
一
斉

情
報
伝
達
試
験
が
実
施
さ
れ
ま
す

国
に
よ
る
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）を
活
用
し
た
全
国
一
斉
情
報
伝

達
試
験
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
訓
練
当
日
は
、

市
内
65
か
所
に
設
置
し
て
あ
る
防
災
行
政
無

線（
広
報
塔
）か
ら
訓
練
放
送
が
流
れ
る
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
「
緊
急
放
送
」
と
し

て
通
知
が
出
ま
す
。
実
際
の
災
害
と
間
違
え

な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
災
害
の
発
生
や
気
象
状
況
な
ど
に
よ
り
、

中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

日
時

11
月
15
日
㈬

午
前
11
時

通
知
先

防
災
行
政
無
線（
広
報
塔
）、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ひ
だ
か
知
っ
得
情
報
ア
プ

リ
、
市
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
ひ
だ
か
防
災

メ
ー
ル
、
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

放
送
・
通
知
内
容
（
チ
ャ
イ
ム
）「
こ
れ
は
、

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で
す
」（
３
回
繰

り
返
し
）「
こ
ち
ら
は
、
ぼ
う
さ
い
ひ
だ

か
で
す
」（
チ
ャ
イ
ム
）

問
い
合
わ
せ

危
機
管
理
課
防
災
・
消
防
担
当

市
で
は
、
市
内
６
つ
の
地
区
に
学
校
運
営

協
議
会
を
設
置
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク

ー
ル
を
基
盤
と
し
た
小
中
一
貫
教
育
を
進
め

て
い
ま
す
。

各
地
区
で
は
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た

教
育
の
推
進
に
向
け
て
、
協
議
を
重
ね
、
実

践
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
高
麗
地
区
の
取

り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

高
麗
地
区
で
は
、
令
和
７
年
４
月
の
義

務
教
育
学
校
「
高
麗
小
中
学
校
」
開
校
に
向

け
、
学
校
運
営
協
議

会
で
協
議
を
進
め
て

い
ま
す
。

〇
高
麗
小
・
中
学
校

合
併
に
向
け
て

〇
通
学
路
の
安
全
確

保
に
つ
い
て

〇
学
校
応
援
団
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
あ
り
方
に
つ
い
て

〇
小
・
中
学
校
引
越
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て

小
・
中
学
校
の

教
職
員
が
連
携
・
協

働
し
、
開
校
準
備
会

で
の
話
し
合
い
を
行

っ
て
い
ま
す
。

〇
高
麗
の
自
然
・
歴

史
・
文
化
・
人
材

を
生
か
し
た
教
育

課
程
、
新
教
科
「
ふ
る
さ
と
科
」、
日
課

表
の
検
討
・
作
成

〇
小
学
校
運
動
会
・
中
学
校
体
育
祭
、
合
唱

祭
の
す
り
合
わ
せ

〇
縦
割
り
班
活
動
の
す
り
合
わ
せ

〇
両
校
の
廃
棄
物
品
の
分
別
・
処
分

高
麗
小
学
校
児

童
会
・
高
麗
中
学
校

生
徒
会
で
は
、
合
同

で
朝
の
あ
い
さ
つ
運

動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

小
・
中
学
校
合
同

で
高
麗
川
の
河
川
清

掃
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
小
学
生
は
中

学
生
を
見
習
い
、
中

学
生
は
小
学
生
に
や

さ
し
く
接
す
る
。
長

く
受
け
継
が
れ
て
い

る
、
高
麗
地
区
の
良
き
伝
統
で
す
。

保
護
者
・
地
域
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力

に
よ
り
、
大
変
実
り
あ
る
、
充
実
し
た
教
育

活
動
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

次
回
は
、「
高
麗
川
地
区
」
の
取
り
組
み

を
紹
介
し
ま
す
。

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
基
盤
と
し
た
小
中
一
貫
教
育
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は
ん
し
ん
奨
学
金
の
奨
学
生
募
集

市
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
る
飯

能
信
用
金
庫
で
は
、
は
ん
し
ん
奨
学
金
の
奨

学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
期
限

令
和
６
年
２
月
９
日
㈮

応
募
資
格

勉
学
意
欲
を
持
ち
、
地
域
社
会

に
役
立
つ
志
を
持
つ
高
校
２
年
生

給
付
額

総
額
最
大
70
万
円（
初
年
度
は
40

万
円
、
次
年
度
以
降
10
万
円
）

給
付
期
間

大
学
・
短
期
大
学
・
専
修
学
校

（
専
門
課
程
）の
在
学
期
間
中（
最
大
４
年
）

※
詳
し
く
は
、
飯
能
信
用
金
庫
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

飯
能
信
用
金
庫

地
域
活
性
化
推
進
グ
ル
ー
プ

☎
９
７
２－

８
１
２
３

「
誰
か
を
支
え
る
あ
な
た
も
支
え
る
」

11
月
は
ケ
ア
ラ
ー
月
間

ケ
ア
ラ
ー
と
は
、
家
族
な
ど
の
身
近
な
人

に
対
し
て
、
無
償
で
介
護
、
看
護
、
日
常
生

活
上
の
世
話
や
援
助
を
し
て
い
る
人
で
す
。

社
会
に
お
い
て
は
「
家
族
が
介
護
す
る
の

は
当
た
り
前
」
と
い
っ
た
考
え
方
が
根
強
く

存
在
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ケ
ア
ラ
ー

が
孤
立
し
、
悩
み
を
周
囲
に
相
談
で
き
な
い

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ケ
ア
ラ
ー
が
孤
立

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
誰
も
が
ケ
ア
ラ

ー
支
援
の
必
要
性
な
ど
を
理
解

し
、
社
会
全
体
で
見
守
り
、
支

え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

※
詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

県
福
祉
部
地
域
包
括
ケ
ア
課

☎
０
４
８－

８
３
０－

３
２
５
６

11
月
は
「
い
じ
め
撲
滅
強
調
月
間
」

い
じ
め
を
受
け
て
い
た
り
、
い
じ
め
に
気

が
付
い
た
り
し
た
ら
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
・

通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

よ
い
子
の
電
話
教
育
相
談（
県
立
総
合
教
育

セ
ン
タ
ー
）

相
談
内
容

い
じ
め
、
不
登
校
、
学
校
生
活

（
毎
日
24
時
間
）

○
18
歳
以
下
の
子
ど
も
用（
無
料
）

☎
♯
７なや
み
ゼ
ロ
ゼ
ロ

３
０
０

☎
０
１
２
０－

86－

３さ
い
の
く
に

１
９
２

○
保
護
者
用

☎
０
４
８－

５こ
こ

ろ
５
６－

０お
は

な

し

８
７
４

○
メ
ー
ル
相
談

 soudan@
spec.ed.jp

※
メ
ー
ル
相
談
の
受
信
確
認
・
返
信
は
平
日

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
で
す
。

問
い
合
わ
せ

県
青
少
年
課

☎
０
４
８－

８
３
０－
２
９
０
７

11
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で
は

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
で
す

次
の
10
点
に
注
意
し
、
住
宅
火
災
の
発
生

を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

４
つ
の
習
慣

〇
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
、
さ
せ
な
い

○
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を

置
か
な
い

○
こ
ん
ろ
を
使
う
と
き
は
火
の
そ
ば
を
離
れ

な
い

○
コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
清
掃
し
、
不
必

要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く

６
つ
の
対
策

○
火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
、
ス
ト
ー
ブ

や
こ
ん
ろ
等
は
安
全
装
置
の
付
い
た
機
器

を
使
用
す
る

○
火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
定
期
的
に
点
検
し
、
10
年
を

目
安
に
交
換
す
る

○
火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、
部
屋
を
整

理
整
頓
し
、
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ

ン
は
、
防
炎
品
を
使
用
す
る

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
消

火
器
等
を
設
置
し
、
使
い
方
を
確
認
し
て

お
く

○
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人
は
、
避
難

経
路
と
避
難
方
法
を
常
に
確
保
し
、
備
え

て
お
く

○
防
火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、
戸
別
訪
問
な

ど
に
よ
り
、
地
域
ぐ
る
み
の
防
火
対
策
を

行
う

問
い
合
わ
せ

埼
玉
西
部
消
防
局
予
防
課
飯

能
日
高
室
☎
９
７
４－

７
２
２
１

ハ
ロ
ー

　自分自身の健康を知ることは、全ての
健康づくりや生活習慣病予防の基礎とな
ります。特に生活習慣病は、初期にほと
んど自覚症状がなく、気づかないうちに
進行している可能性があります。早期に
病気を発見するためには、定期的に健康
診査や検診を受けることが大切です。

　健幸ポイント対象イベント一覧▶

11 のおすすめ
健幸チャレンジ月

♦ 定期的に健康診査や検診
を受けましょう

問 い合わせ
　保健相談センター
　健幸のまち推進担当
　☎985－5122

禁煙すればリスクを回避できます！
　たばこは、健康被害の最大の原因です。
喫煙による健康被害は、肺がんのほか高
血圧症、心臓病、脳卒中、歯周病にいた
るなど全身におよびます。
適度な飲酒量と週に１～２回の休肝日を
推奨します！
　過度な飲酒は、肝臓に負担をかけ、メ
タボのリスクである肥満、高血圧、高血
糖、脂質異常などを招きます。
（例）アルコールの適量
ビール中びん１本…500㎖（女性と高齢
者はこの半分量）

　10月23日時点の100ポイント達成者
は、445人で、先着1,000人まで残り
555人です。

♦嗜
しこう

好を見直しましょう
　～たばこと飲酒～
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単
身
高
齢
者
防
火
訪
問

住
宅
火
災
等
に
よ
る
高
齢
者
の
被
害
が
増

加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
飯
能
日
高
消
防

署
で
は
、
満
80
歳
の
単
身
世
帯
を
対
象
に
防

火
訪
問
を
実
施
し
ま
す
。

期
間
11
月
上
旬
か
ら
令
和
６
年
１
月
末
ま
で

内
容

職
員
が
直
接
資
料
等
を
投
函
し
ま
す
。

気
を
付
け
て
悪
質
販
売

消
防
職
員
が
住
宅
用
火
災
警
報
器
や
消
火

器
を
訪
問
販
売
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

消
防
職
員
の
名
前
を
利
用
し
た
訪
問
販
売
等

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

埼
玉
西
部
消
防
局
予
防
課
飯

能
日
高
室
☎
９
７
４－

７
２
２
１

毒
キ
ノ
コ
に
よ
る
食
中
毒
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

毒
キ
ノ
コ
を
食
用
の
キ
ノ
コ
と
誤
っ
て
食

べ
て
食
中
毒
に
な
る
事
例
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。
食
用
と
確
実
に
判
断
で
き
な
い
キ
ノ

コ
は
、
絶
対
に
採
ら
な
い
、
食
べ
な
い
、
売

ら
な
い
、
人
に
あ
げ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。カ

エ
ン
タ
ケ
は
触
れ
る
だ
け
で
も
炎
症
を

起
こ
し
、
食
べ
る
と
死
亡
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
発
見
し
て
も
触
れ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

狭
山
保
健
所

☎
04－

２
９
４
１－

６
５
３
５

還
付
金
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

市
役
所
や
金
融
機
関
の
職
員
を
か
た
り
、

「
医
療
費
の
払
戻
金
が
あ
る
」「
介
護
保
険
の

払
戻
金
が
あ
る
」
と
い
っ
た
内
容
の
詐
欺
電

話
が
多
数
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
書
類
を
送
っ
た
が
届
い
て
い
な
い
か

○
手
続
き
期
限
が
過
ぎ
て
い
る
の
で
す
ぐ
に

手
続
き
を
し
て
欲
し
い

○
銀
行
や
コ
ン
ビ
ニ
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
け
ば
手

続
き
が
で
き
る

こ
の
よ
う
な
内
容
の
電
話
に
だ
ま
さ
れ
、

犯
人
の
指
示
に
従
い
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
し
た
結

果
、
多
額
の
現
金
を
だ
ま
し
取
ら
れ
る
還
付

金
詐
欺
の
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
時
は
、

い
っ
た
ん
電
話
を
切
っ
て
家
族
や
警
察
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

飯
能
警
察
署
生
活
安
全
課

☎
０
４
２－

９
７
２－

０
１
１
０

埼
玉
県
思
い
や
り
駐
車
場
制
度

埼
玉
県
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
や
要
介

護
状
態
の
人
、
妊
産
婦
の
人
な
ど
歩
行
が
困

難
と
認
め
ら
れ
る
人
に
「
利
用
証
」
を
交
付

し
、
公
共
施
設
や
商
業
施
設
な
ど
に
設
置
さ

れ
て
い
る
「
車
椅
子
使
用
者
用
駐
車
区
画
」

お
よ
び
「
優
先
駐
車
区
画
」
の
適
正
利
用
を

推
進
す
る「
埼
玉
県
思
い
や
り
駐
車
場
制
度
」

を
11
月
１
日
か
ら
開
始
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

県
福
祉
政
策
課

☎
０
４
８－

８
３
０－

３
２
２
３

０
４
８－

８
３
０－

４
８
０
１

イ
ベ
ン
ト

も
く
せ
い
の
会
「
お
は
な
し
会
」

子
ど
も
対
象
の
お
は
な
し
会
で
す
。

日
時

11
月
12
日
・
26
日
の
日
曜
日

午
前
10
時
30
分
か
ら

場
所

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

内
容

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
紙
芝
居

費
用

無
料

申
し
込
み

不
要（
直
接
会
場
へ
）

問
い
合
わ
せ

市
立
図
書
館

☎
９
８
５－

５
１
２
１

今
月
の
ひ
だ
か
de
マ
ル
シ
ェ

日
時

11
月
27
日
㈪

午
前
10
時
〜
午
後
１

時（
売
り
切
れ
次
第
終
了
）

場
所

市
役
所
玄
関
前

※
マ
イ
バ
ッ
ク
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
販
売
品
目
等
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

産
業
振
興
課
農
政
担
当

ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
情
報（
文
化
体
育

館
「
ひ
だ
か
ア
リ
ー
ナ
」
内
）

美
術
作
品
等
の
展
示
が
で
き
ま
す

２
週
間
を
限
度
に
無
料
で
展
示
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
左
記
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
担
当

消費者ホットライン☎１
い や や

８８
問い合わせ
日高市消費生活相談センター
　☎989－2111

Ⓒ埼玉県消費生活課
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広 告 遺言・相続・成年後見・離婚…等々、相談先が分からずにお困りの方、初回相談は何時間でも無料の地元
日高市のアイビー行政書士事務所へご相談ください。 ☎０４２－９８５－７５６６ （行政書士　田中諭）

ひ
だ
か
ネ
イ
チ
ャ
ー
キ
ッ
ズ

冬
の
日
和
田
山
体
験

日
和
田
山
で
樹
木
観
察
等
、
高
麗
郷
古
民

家
で
つ
る
を
使
用
し
た
工
作
を
行
い
、
日
高

の
自
然
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

日
時

12
月
９
日
㈯

午
前
８
時
〜
正
午

場
所

高
麗
郷
古
民
家
、
日
和
田
山

対
象

市
内
在
住
の
小
学
３
年
生
〜
６
年
生

人
数

20
人（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

費
用

３
０
０
円（
リ
ー
ス
装
飾
品
等
）

持
ち
物

水
筒
、
筆
記
用
具
、

ハ
ン
カ
チ

申
し
込
み

11
月
17
日
㈮
ま
で

に
、
電
話
ま
た
は
直
接
左
記
へ

問
い
合
わ
せ

環
境
課
生
活
環
境
担
当

県
民
の
日

「
水
循
環
セ
ン
タ
ー
探
検
ツ
ア
ー
」

下
水
道
施
設
見
学
会
を
11
月
14
日
㈫
に
実

施
し
ま
す
。
参
加
者
に
は
、
記
念
品
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

※
小
学
生
以
下
は
、
保
護
者
が

同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、（
公
財
）埼
玉
県
下
水
道
公
社

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

県
下
水
道
局
下
水
道
管
理
課

☎
０
４
８－

８
３
０－

５
４
４
０

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
に
よ
る
料
理
講
習
会

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
ヘ
ル
シ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

日
時

11
月
21
日
㈫

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時
30
分

場
所

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

メ
ニ
ュ
ー

イ
ワ
シ
の
ム
ニ
エ
ル（
ト
マ
ト
ソ

ー
ス
添
え
）、
ゴ
ボ
ウ
の
ポ
タ
ー
ジ
ュ
、
キ

ノ
コ
の
マ
リ
ネ
、
リ
ン
ゴ
の
赤
ワ
イ
ン
煮

高
麗
川
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
料
理
講
習
会

日
時
11
月
17
日
㈮

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

場
所

高
麗
川
公
民
館

メ
ニ
ュ
ー

野
菜
の
豚と
ん
ロ
ー
ル
、
パ
リ
パ
リ

サ
ラ
ダ
、
キ
ノ
コ
ス
ー
プ

共
通
事
項

対
象

成
人

人
数

18
人

講
師

市
食
生
活
改
善
推
進
員

費
用

３
０
０
円

持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
拭
き
タ

オ
ル
、
マ
ス
ク

申
し
込
み

11
月
13
日
㈪
ま
で
に
、
電
話
ま

た
は
直
接
左
記
へ

問
い
合
わ
せ

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
健
幸
の

ま
ち
推
進
担
当
☎
９
８
５－

５
１
２
２

家
族
の
た
め
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
講
座

認
知
症
と
間
違
い
や
す
い
高
齢
者
の

精
神
疾
患
に
つ
い
て

日
時
11
月
30
日
㈭

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

場
所

く
ら
し
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｏ

Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
館（
毛
呂
山
町
毛

呂
本
郷
１
０
０
６
）

対
象

精
神
障
が
い
や
認
知
症
の
家
族
が
い

て
日
高
市
・
坂
戸
市
・
越
生
町
・
鳩
山
町
・

毛
呂
山
町
に
在
住
の
人

人
数

20
人

講
師

福
島
雄
大
さ
ん

費
用

無
料

申
し
込
み

11
月
27
日
㈪
ま
で
に
、
電
話
で

左
記
へ

問
い
合
わ
せ

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の

ぞ
み
☎
０
４
９－

２
７
６－

２
０
８
８

飯
能
市
・
日
高
市

第
９
回
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
在
宅
医
療
」
知
っ
て
い
ま
す
か
？

〜
家
で
最
期
ま
で
療
養
し
た
い
人
に
〜

日
時

12
月
３
日
㈰

午
後
１
時
か
ら
受
け

付
け
、
１
時
30
分
〜
４
時

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
高
麗
の
郷
」

人
数

２
５
０
人（
申
し
込
み
順
）

内
容

〇
映
画
上
映『
ピ
ア
〜
ま
ち
を
つ
な
ぐ
も
の
〜
』

〇
解
説（
わ
た
し
と
家
族
の
希
望
す
る
療
養

生
活
〜
地
域
連
携
・
緩
和
ケ
ア
ノ
ー
ト
〜

の
活
用
に
つ
い
て
）

費
用

無
料

申
し
込
み

左
記
へ
電
話
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
ま
た
は
申
し

込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら

問
い
合
わ
せ

飯
能
市
基
幹
型
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
４
２－

９
８
３－

８
７
０
０

０
４
２－

９
７
３－

８
８
７
５

 kikan@
hannosyakyo.or.jp

各家庭から出された可燃ごみの速報値です

問い合わせ　環境課廃棄物対策担当

令和５年９月の可燃ごみ 昨年同月との比較
全体量 814.97 ｔ － 114.60 ｔ
処理費用 34,962,213 円 － 3,382,550 円
１人当たりの量 14.96 kg － 2.02 kg
１人当たりの処理費用 642 円 － 59 円

くりっかーの可燃ごみレポート

　生ごみなどに含まれる水分が可燃ごみの重さの
半分近くを占めています。処理費用は重さで決ま
ります。処理費用を節減するために、生ごみは水
分を十分に切ってから、枝葉などはしっかり乾燥
させてから出しましょう。

※数値は四捨五入しています。
※処理費用は、全体量に42,900円／ｔ
　を乗じたものです。
※１人当たりは、当該月の総人口を
　基に算出しています。

2021
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生
活
応
援
!!
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー

日
時

11
月
30
日
㈭

午
後
３
時
〜
６
時
30
分

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
高
麗
の
郷
」

対
象

食
の
支
援
を
必
要
と
す
る
人（
世
帯
）

申
し
込
み

11
月
15
日
㈬
以

降
に
、
左
記
へ
電
話
ま
た

は
日
高
市
社
会
福
祉
協
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

問
い
合
わ
せ

日
高
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
９
８
５－

９
１
０
０

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
教
室
・
講
座

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

認
知
症
に
つ
い
て
の
正
し
い

知
識
や
認
知
症
の
人
へ
の
適
切
な

接
し
方
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

人
数

各
20
人（
申
し
込
み
順
）

費
用

無
料

申
し
込
み
開
始
日

11
月
10
日
㈮

は
つ
ら
つ
健
幸
教
室

時
間

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

対
象

65
歳
以
上
で
市
内
に
住
所
の
あ
る
人

内
容

口
腔
編

費
用

無
料

申
し
込
み
開
始
日

11
月
15
日
㈬

日
高
ロ
コ
ト
レ
教
室

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

対
象

65
歳
以
上
で
市
内
に
住
所
の
あ
る
人

内
容

ロ
コ
モ
体
操
、テ
ー
マ
「
腰
痛
予
防
」

に
合
わ
せ
た
理
学
療
法
士
に
よ
る
体
操
・

講
話
等

講
師

理
学
療
法
士

費
用

無
料

申
し
込
み
開
始
日

11
月
15
日
㈬

シ
ニ
ア
向
け
運
動
教
室

期
日

〇
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
た
か
は
ぎ
・
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
こ
ま

12
月
か
ら
令
和
６
年
２
月
ま
で

の
毎
週
水
曜
日

〇
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
こ
ま
が
わ

12
月
20
日
か
ら

令
和
６
年
３
月
13
日
ま
で
の
毎
週
水
曜
日

※
全
12
回
・
令
和
６
年
１
月
３
日
を
除
く
。

対
象（
次
の
全
て
を
満
た
す
人
）

①
65
歳
以
上
で
市
内
に
住
所
の
あ
る
人

②
全
12
回
参
加
で
き
る
人

③
自
力
で
会
場
ま
で
行
く
こ
と
が
で
き
る
人

※
令
和
４
年
度
お
よ
び
５
年
度
第
１
・
２
期

に
参
加
し
た
人
は
、
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

内
容

個
別
面
接
、
簡
単
な
体
力
測
定
、
体

操
指
導
、
ロ
コ
モ
体
操
等

費
用

無
料

申
し
込
み

11
月
６
日
㈪
以
降
に
、
電
話
ま

た
は
直
接
左
記
へ

問
い
合
わ
せ

長
寿
い
き
が
い
課
高
齢
者
支

援
担
当（
１
階
⑤
番
窓
口
）

ち
ふ
れ
AS
エ
ル
フ
ェ
ン
埼
玉

サ
ッ
カ
ー
教
室

期
日

12
月
26
日
㈫

時
間

①
午
前
10
時
〜
10
時
50
分
、
②
午
前

11
時
10
分
〜
正
午

場
所

日
高
総
合
公
園

対
象

①
小
学
１
年
生
〜
３
年
生
、
②
小
学

４
年
生
〜
６
年
生

人
数

各
20
人
程
度（
申
し
込
み
順
）

講
師

ち
ふ
れ
AS
エ
ル
フ
ェ
ン
埼
玉

費
用

３
０
０
円（
保
険
代
含
む
）

持
ち
物
等

動
き
や
す
い
服
装
、
靴
、
水
筒
、

タ
オ
ル

申
し
込
み

電
話
ま
た
は
直
接
左
記
へ

問
い
合
わ
せ

日
高
総
合
公
園
管
理
事
務
所

☎
９
８
５－

７
１
６
１

日
高
市
青
少
年
の
主
張
大
会

市
内
に
在
住
・
在
学
の
青
少
年
が
、
将
来

に
向
け
て
考
え
て
い
る
こ
と
や
、日
常
生
活・

学
校
生
活
の
中
で
感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
を

発
表
し
ま
す
。

ま
た
、「
家
族
ふ
れ
あ
い
」
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル
受
賞
作
品
の
展
示
も
行
い
ま
す
。

日
時

11
月
19
日
㈰

午
後
０
時
30
分
開
場
、

１
時
開
会

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
高
麗
の
郷
」

人
数

２
０
０
人

費
用

無
料

申
し
込
み

不
要（
直
接
会
場
へ
）

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
担
当

令
和
５
年
度
日
高
市
人
権
啓
発
講
演
会

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
の
１
週
間
は
人

権
週
間
で
す
。
市
で
は
、
人
権
問
題
へ
の
正

し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
、
差
別
や
偏
見
の

な
い
明
る
い
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
人
権

啓
発
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

12
月
２
日
㈯

午
後
１
時
開
場
、
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

人
数

１
０
０
人（
先
着
順
）

講
師

野
村
路
子
さ
ん

費
用

無
料

申
し
込
み

不
要（
直
接
会
場
へ
）

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
担
当

場所
はつらつ健幸教室 日高ロコトレ教室 認知症サポーター養成講座 申し込み・

問い合わせ期日 期日 期日 時間

武蔵台公民館 12月12日（火） 12月26日（火） 令和６年２月17日（土） 午前10時～11時30分 高麗地域包括
支援センター
☎982－0111高麗公民館 12月27日（水） 12月14日（木） － －

高麗川公民館 12月20日（水） 12月 １日（金） 令和６年１月15日（月） 午後１時30分～３時 高麗川地域包括
支援センター
☎984－1362高麗川南公民館 12月25日（月） 12月12日（火） － －

高萩北公民館 12月18日（月） 12月 ５日（火） 12月９日（土） 午前10時～11時30分 高萩地域包括
支援センター
☎984－3001高萩公民館 12月22日（金） 12月19日（火） － －

2021

広報ひだか 令和５年11月 広報ひだか令和５年11月



広 告 オシッコでお悩みの方はこちらへ➡０４２（９７８）９５９１ さいたま泌尿器・
ひふ科クリニック

初
心
者
歓
迎
！

日
高
四
半
的
弓
道
大
会

日
時

12
月
10
日
㈰

午
前
９
時
15
分
受
け
付
け

場
所

文
化
体
育
館
「
ひ
だ
か
ア
リ
ー
ナ
」

対
象

団
体
の
部
は
小
学
生
以
上
、
個
人
の

部
は
中
学
生
以
上

※
小
学
生
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。

人
数

団
体
の
部
：
12
チ
ー
ム（
申
し
込
み

順
・
同
一
団
体
か
ら
は
６
チ
ー
ム
ま
で
）

個
人
の
部
12
人（
申
し
込
み
順
）

費
用

無
料

持
ち
物
等

動
き
や
す
い
服
装
、
室
内
履
き
、

飲
み
物

申
し
込
み

11
月
８
日
㈬
か
ら
30
日
㈭
ま
で

に
、
左
記
ま
た
は
市
内
各
公
民
館
・
文
化

体
育
館
「
ひ
だ
か
ア
リ
ー
ナ
」
に
あ
る
申

し
込
み
用
紙
に
記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た

は
直
接
左
記
へ

問
い
合
わ
せ
生
涯
学
習
課
市
民
ス
ポ
ー
ツ
担
当

普
通
救
命
講
習
Ⅰ

日
時

11
月
24
日
㈮

午
前
９
時
〜
11
時

場
所

飯
能
日
高
消
防
署

対
象

日
高
市
・
飯
能
市
・
入
間
市
・
狭
山

市
・
所
沢
市
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
し
て

い
る
中
学
生
以
上
の
人

人
数

20
人（
申
し
込
み
順
）

講
師

消
防
署
職
員

費
用

無
料

※
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

持
ち
物
等

動
き
や
す
い
服
装

申
し
込
み

11
月
10
日
㈮
以
降
に
、
電
話
で

左
記
へ

申
し
込
み
開
始
日

11
月
７
日
㈫

♦
子
育
て
マ
マ
・
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ヨ
ガ

日
時

11
月
29
日
㈬

午
前
10
時
〜
11
時

対
象

未
就
園
児
を
子
育
て
中
で
市
内
在
住

の
女
性

人
数

10
人（
申
し
込
み
順
）

講
師

馨
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

費
用

無
料

持
ち
物

汗
拭
き
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
ヨ
ガ

マ
ッ
ト（
お
持
ち
の
人
）

※
保
育
は
付
い
て
い
ま
せ
ん
が
、
同
室
に
お

も
ち
ゃ
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

申
し
込
み
開
始
日

11
月
８
日
㈬

♦
コ
ッ
ト
ン
・
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ダ
ー
ト
・
バ

ン
ド
コ
ン
サ
ー
ト

日
時

12
月
２
日
㈯

午
後
２
時
〜
４
時

対
象

成
人

人
数

50
人（
申
し
込
み
順
）

費
用

無
料

持
ち
物

飲
み
物

申
し
込
み
開
始
日

11
月
８
日
㈬

♦
元
気
体
操
教
室

日
時

12
月
８
日
㈮

午
後
２
時
〜
４
時

対
象

成
人

人
数

20
人（
申
し
込
み
順
）

費
用

無
料

講
師

高
橋
春
子
さ
ん

持
ち
物
等

床
の
上
に
敷
く
タ
オ
ル
、
タ
オ

ル
、
動
き
や
す
い
服
装
、
飲
み
物

申
し
込
み
開
始
日

11
月
16
日
㈭

♦
小
学
生
サ
ッ
カ
ー
教
室

日
時
12
月
16
日
㈯

午
前
９
時
〜
11
時
30
分

場
所

高
麗
川
小
学
校

対
象

小
学
生

人
数

20
人

講
師
（
公
財
）日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
公
認
コ
ー
チ

費
用

無
料

持
ち
物
等

運
動
靴（
ス
パ
イ
ク
可
）、
動
き

や
す
い
服
装
、
飲
み
物
、
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー

ル（
お
持
ち
の
人
）

申
し
込
み
開
始
日

11
月
15
日
㈬

♦
ラ
・
マ
ン
ド
リ
ー
ナ
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
12
月
21
日
㈭

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

対
象

60
歳
以
上
の
人

人
数

50
人（
申
し
込
み
順
）

費
用

無
料

持
ち
物

飲
み
物

申
し
込
み
期
間

12
月
20
日
㈬
ま
で

※
ラ
・
マ
ン
ド
リ
ー
ナ
コ
ン
サ
ー
ト
の
み
、

左
記
で
も
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

高
麗
川
南
公
民
館
☎
９
８
９－

１
０
０
０

※
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で（
土
日
・

祝
日
を
除
く
）。

※
詳
し
く
は
、
埼
玉
西
部
消
防

組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

飯
能
日
高
消
防
署
消
防
管
理

課
☎
９
７
４－

７
２
２
６

巡
回
聴
覚
障
が
い
者
相
談

日
時

12
月
６
日
㈬

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
高
麗
の
郷
」

対
象

聴
覚
障
が
い
者
ま
た
は
聴
覚
障
が
い

者
と
関
わ
り
の
あ
る
人

費
用

無
料

申
し
込
み

不
要（
直
接
会
場
へ
）

※
訪
問
相
談（
午
後
）を
希
望
す
る
人
は
電
話

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
事
前
に
左
記
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

埼
玉
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
０
４
８－

８
１
４－

３
３
５
３

０
４
８－

８
１
４－

３
３
５
５

イベント
公民館

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は

電
話
ま
た
は
直
接
各
公
民
館
へ

開
催
場
所
は
原
則
各
公
民
館
で
す

高
麗
川
公
民
館　
　
☎
９
８
９－

９
１
１
０

♦
宮
沢
賢
治
講
座

日
時

11
月
22
日
㈬

午
後
２
時
〜
４
時

対
象

成
人

人
数

30
人（
申
し
込
み
順
）

費
用

無
料

講
師

佐
藤
隆
夫
さ
ん

持
ち
物

筆
記
用
具
、
飲
み
物
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広 告 子どもの"やりたい芽"を育むピアノ教室　鹿山教室open！ ▶検索『ぴあのっち』

高
麗
公
民
館
①　
　
☎
９
８
９－

２
３
８
１

高
麗
川
南
公
民
館
②
☎
９
８
９－

１
０
０
０

♦
本
格
キ
ム
チ
づ
く
り
教
室

期
日
・
人
数

①
12
月
14
日
㈭
・
20
人（
申
し
込
み
順
）

②
12
月
20
日
㈬
・
12
人（
申
し
込
み
順
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

対
象

成
人

講
師

吉
川
し
ず
江
さ
ん

費
用

１
０
０
０
円

持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、
手
拭
き
タ
オ
ル
、
筆

記
用
具

申
し
込
み
開
始
日

11
月
21
日
㈫

※
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
。

※
申
し
込
み
は
各
公
民
館
へ
。

高
麗
川
南
公
民
館
☎
９
８
９－

１
０
０
０

♦
ポ
ー
ル
de
腰
痛
予
防
ス
ト
レ
ッ
チ

日
時

11
月
30
日
㈭

午
前
10
時
〜
11
時

対
象

成
人

人
数

６
人（
申
し
込
み
順
）

講
師

平
野
紀
子
さ
ん

費
用

無
料

持
ち
物
等

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
動
き
や
す

い
服
装

※
ポ
ー
ル
は
貸
し
出
し
ま
す
。

申
し
込
み
開
始
日

11
月
10
日
㈮

♦
モ
ル
ッ
ク
体
験
教
室

日
時

12
月
11
日
㈪

午
前
10
時
〜
11
時

※
雨
天
中
止
で
す
。

対
象

成
人

人
数

12
人（
申
し
込
み
順
）

講
師

平
野
紀
子
さ
ん

費
用

無
料

持
ち
物
等

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
動
き
や
す

い
服
装

申
し
込
み
開
始
日

11
月
15
日
㈬

♦
知
っ
て
得
す
る
租
税
教
室

初
心
者
向
け
贈
与
税
・
相
続
税
の
お
話

日
時
12
月
５
日
㈫

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

対
象

成
人

人
数

20
人（
申
し
込
み
順
）

費
用

無
料

講
師

川
越
税
務
署
審
理
専
門
官

持
ち
物

筆
記
用
具

申
し
込
み
開
始
日

11
月
10
日
㈮

武
蔵
台
公
民
館　
　
☎
９
８
２－

２
９
５
０

♦
自
己
免
疫
力
強
化
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

目
指
せ

健
腸
長
寿
！

日
時

11
月
29
日
㈬

午
前
10
時
〜
11
時

対
象

成
人

人
数

25
人（
申
し
込
み
順
）

講
師

ヤ
ク
ル
ト
「
お
な
か
マ
ス
タ
ー
」

費
用

無
料

持
ち
物

筆
記
用
具
、
健
幸
ポ
イ
ン
ト
手
帳

（
お
持
ち
の
人
）

申
し
込
み
開
始
日

11
月
７
日
㈫

♦
子
育
て
マ
マ
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
ヨ
ガ

日
時

12
月
７
日
㈭

午
前
10
時
30
分
〜
11

時
30
分

対
象

子
育
て
中
の
人

人
数

15
人（
申
し
込
み
順
）

講
師

平
山
姿
慧
さ
ん

費
用

無
料

持
ち
物

ヨ
ガ
マ
ッ
ト（
お
持
ち
の
人
）

申
し
込
み
開
始
日

11
月
７
日
㈫

※
保
育
を
希
望
す
る
人
は
、
申
し
込
み
時
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

♦
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

フ
ル
ー
ト
と
ギ
タ
ー
の
音
色
に
つ
つ
ま
れ
て

日
時
12
月
９
日
㈯

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

人
数

80
人（
申
し
込
み
順
）

演
奏フ

ル
ー
ト
：
秋
間
茂
さ
ん
、
大
平
年
明
さ

ん
、
加
藤
洋
子
さ
ん
、
立
川
知
子
さ
ん

ギ
タ
ー
：
長
谷
川
健
さ
ん

費
用

無
料

申
し
込
み
開
始
日

11
月
９
日
㈭

♦
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ト
ミ
ッ
ク

日
時

12
月
16
日
㈯

午
前
10
時
30
分
〜
11

時
30
分

対
象

未
就
学
児
と
保
護
者

人
数

10
組（
申
し
込
み
順
）

講
師
花
園
ゆ
う
き
さ
ん
、
岩
品
は
る
か
さ
ん

費
用

無
料

持
ち
物
等

動
き
や
す
い
服
装

申
し
込
み
開
始
日

11
月
10
日
㈮

♦
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
っ
て
何
？
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
基
礎
知
識

日
時
12
月
14
日
㈭

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

対
象

成
人

人
数

20
人（
申
し
込
み
順
）

講
師

日
本
証
券
業
協
会
金
融
・
証
券
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー

費
用

無
料

持
ち
物

筆
記
用
具

申
し
込
み
開
始
日

11
月
13
日
㈪

♦
冬
の
運
動
教
室

寒
さ
に
負
け
な
い
！
心
と
身
体
の
健
幸
体
操

日
時

12
月
16
日
・
23
日
の
土
曜
日

午
後

２
時
〜
３
時

※
１
回
の
み
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

対
象

成
人

人
数

25
人（
申
し
込
み
順
）

講
師

望
月
麻
生
さ
ん

費
用

無
料

持
ち
物
等

動
き
や
す
い
服
装
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
・
健
幸
ポ
イ
ン
ト

手
帳（
お
持
ち
の
人
）

申
し
込
み
開
始
日

11
月
７
日
㈫

♦
暮
ら
し
を
楽
し
む
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト

新
年
を
迎
え
る

日
時
12
月
28
日
㈭

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

対
象

成
人

人
数

10
人（
申
し
込
み
順
）

講
師

荒
井
佳
代
子
さ
ん

費
用

３
０
０
０
円（
材
料
代
）

※
12
月
18
日
㈪
ま
で
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

持
ち
物

は
さ
み
、
持
ち
帰
り
用
の
袋

申
し
込
み
期
間
11
月
20
日
㈪
〜
12
月
18
日
㈪

※
保
育
を
希
望
す
る
人
は
、
申
し
込
み
時
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
12
月
18
日
㈪
以
降
の
キ
ャ
ン
セ
ル
の
場
合
、

返
金
は
で
き
ま
せ
ん（
当
日
使
用
す
る
材
料

を
お
渡
し
し
ま
す
）。
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●★子育て総合支援センター「ぬくぬく」☎985－8020
利用時間：月曜日～日曜日　午前９時～午後５時（第１・３土曜日および祝日は利用できません）
利用は予約不要です。ただし、11月20日（月）、29日（水）の午前は通常利用できません。
イベント 期日 時間 対象 内容 申し込み

子育て支援センター
わくわくフェスタ 11月20日（月）午前10時～11時40分

０・１・２歳の未就園
児とその保護者
25組（申し込み順）

市内の子育て支援センターが「ぬくぬく」に
集合して、それぞれの魅力をＰＲします。
各子育て支援センターの楽しい企画がいっぱ
いです。

11月６日（月）
午前９時30分から

乳幼児のための
救命講座 11月29日（水）

① 午前10時
～10時40分
②午前11時
～11時40分

未就園児とその保護者
各回７組（申し込み順）

もしもの時の応急手当から心肺蘇生法、
ＡＥＤの使い方などのお話を聞きます。
※消防車の見学や写真撮影もできます。

11月15日（水）
午前９時30分から

はじめましての日 12月４日（月）午前10時～11時

ぬくぬくの利用が初め
ての１歳未満の子ども
とその保護者
５組程度（申し込み順）

ぬくぬく内の見学やふれあい遊びをして、
楽しく過ごしましょう！

11月13日（月）
午前９時30分から

●★地域子育て支援センター「くるみ」（日高ふじみだい認定こども園内）☎984－3071
利用時間：月曜日～金曜日　午前８時45分～午後１時45分（祝日は利用できません）
利用は予約が必要です。誕生月の子どもにはプレゼントを用意しています。
イベント 期日 時間 対象 内容等 申し込み

０歳教室ぴよぴよ
（クリスマス会） 11月29日（水）

①午前９時30分～10時15分
②午前10時45分～11時30分

０歳児とその保護者
各回６組（申し込み順）

クリスマスをみんなで楽しもう
費 用　100円（プレゼント代）

11月13日（月）
午前９時30分から

１歳教室よちよち
（クリスマス会） 12月７日（木） １歳児とその保護者

各回６組（申し込み順）
11月22日（水）
午前９時30分から

●★ぬくぬく出張ひろば「おひさま」☎985－8020
利用時間：月曜日と水曜日　午前10時～午後４時（祝日は利用できません）
場　　所：高麗川南公民館
利用は予約不要です。ただし、下記のイベント日の午前は通常利用できません。
イベント 期日 時間 対象 内容 申し込み

クリスマス会 12月11日（月） 午前10時30分～11時10分 未就園児とその保護者
10組（申し込み順）

劇団による人形劇を一緒に観て、
クリスマス会を楽しみましょう。

11月27日（月）
午前９時30分から　

　10月11日、地域子育て支援センター「ちきんえっ
ぐ」で「自然食堂」を行いました。野菜の皮を剥い
たり切ったりして肉みそうどん作りを楽しんでいま
した。おいしくできた肉みそうどんをみんないっぱ
い食べていました。

イ ベ ン ト レ ポ ー ト

お手伝い上手だね♪
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●★保健相談センター☎985－5122
健診等

内容 対象 期日 受付時間 持ち物

乳幼児
健康診査

４か月児 令和５年７月中の出生児 12月15日（金）午後０時30分
～１時30分

母子健康手帳、バスタオル、お手拭き
１歳６か月児 令和４年５月中の出生児 12月１日（金） 母子健康手帳

３歳児 令和２年８月中の出生児 12月８日（金）午後０時30分～１時20分 母子健康手帳、検査用の尿

保育相談
（身体測定・育児相談・
栄養相談・歯科指導・試食）

10か月児 令和５年１月中の出生児 12月14日（木） 午前９時15分～10時 母子健康手帳、バスタオル、お手拭き

※対象者には、あらかじめ通知しています。転入などで通知書が届かなかった人はご連絡ください。
※対象月に受けられなかった子も受診できます。
※乳幼児から大人まで、身体測定や保育相談、血圧測定等ができる健康相談を行っています。詳しくは、27ページをご覧ください。

教室等
イベント 期日 受付時間 対象 内容等 申し込み

赤ちゃんサロン 12月18日（月） 午前９時45分～10時 ０歳児とその保護者 栄養士によるお話、親子遊び、自由交流、身体測定
※対象年齢外の兄姉の参加はご遠慮ください。 必要

パパ・ママ教室

12月２日（土） 午前９時15分～９時30分

妊婦とその夫、家族

赤ちゃんのお風呂と保育
持ち物　母子健康手帳

開催日の
２日前まで

12月13日（水）

午後１時15分
～１時30分

歯のお話、妊娠中のすごし方
持ち物　母子健康手帳

12月27日（水） マタニティヨガ、お産の準備・出産後の生活
持ち物等　母子健康手帳、動きやすい服装

令和６年
１月11日（木）

赤ちゃんとのすごし方、おもちゃ作り
持ち物　母子健康手帳
※会場は、子育て総合支援センター「ぬくぬく」です。

●★地域子育て支援センター「ちきんえっぐ」（日高どろんこ保育園内）☎984－1370
利用時間：月曜日～土曜日　午前９時30分～午後４時30分（祝日は利用できません）
イベント以外でも、いつでも自由に遊びに来てください！
イベント 期日 時間 対象 内容 申し込み

自然食堂
①11月８日（水）
②11月16日（木）
③12月８日（金）

午前10時30分～
11時30分

未就園児とその保護者
各回５組（申し込み順）

①大学芋
②たき火でマシュマロサンド
③焼きおにぎり
費用　200円

①11月１日（水）
②11月６日（月）
③11月27日（月）
午前10時から

あわかふぇ
（０歳児）の日 11月14日（火） 令和４年４月２日以降に生まれた

子どもとその保護者
同年齢の子どもとの交流等

不要ひえかふぇ
（１歳児）の日 11月22日（水） 令和３年４月２日から４年４月１日

までに生まれた子どもとその保護者
自然学校 11月28日(火) 未就園児とその保護者 たき火体験

寺親屋 12月７日（木） 未就園児とその保護者
５組（申し込み順）

クリスマスオーナメントを
作ろう
費用　200円

11月27日（月）
午前10時から

青空保育 12月６日（水）

午前10時30分～
11時 未就園児とその保護者

日高総合公園で遊ぼう
（雨天中止）

不要
出前保育 ①11月15日（水）

②11月29日（水）

① ベイシアひだかモール店舗
敷地内の公園
②四反田堀公園
（雨天中止）

●★ひだか子育て応援隊による「子育て広場」
情報交換やおしゃべりの場として、気軽に遊びに来てください。申し込みは不要、出入り自由、費用無料です。
イベント 期日 時間 場所 対象 内容

赤ちゃんひろば
11月10日（金）

午前10時～正午
高萩公民館　☎989－2145

はいはいまでの赤ちゃんと
その保護者、妊婦

親子の交流

11月15日（水） 武蔵台公民館☎982－2950 クリスマス飾り制作
※市保健師が来ます。

ポカポカ広場 11月14日（火）
    28日（火）

午前10時～11時30分
高麗川公民館☎989－9110

未就園児とその保護者
親子の交流

ひよこルーム 11月15日（水） 高萩北公民館☎989－7322
ぴよぴよ広場 12月１日（金） 武蔵台公民館☎982－2950 絵本ライブ
※ひよこルームは12月20日（水）にクリスマス会を行います。利用予約は11月16日（木）以降に、子育て総合支援センター「ぬくぬく」へ



「ひだか市民情報ひろば」は市民の皆さんの情報交換の場です。市の行事と直接関わりは
ありませんので、内容は直接確認してください。
掲載方法　掲載月の前々月25日までに、掲載依頼書を提出してください。
○イベントの掲載は１年度に４回、なかまを募集は１年度に１回までです。
○公民館サークルまたはそれに準ずる非営利の団体の依頼に限ります。
※市ホームページ内の「ひだか市民情報ひろば」にも情報を掲載できます。
ぜひご利用ください。 問い合わせ　市政情報課広報・市政情報担当

ひだか
市民情報ひろば

■合気道体験会
　女性も男性も、子どもも大人も、い
くつになってもできる人気の武道です。
日時　11月18日（土）
　午前９時30分～11時30分
場所　文化体育館「ひだかアリーナ」
対象　小学生以上
費用　無料
持 ち物等　長袖・長ズボンで動きやす
い服装、飲み物、マスク

申 し込み　電話で下記へ
問い合わせ　日高市合気道同好会
　横内☎982－1774
■第２回ジョイフルコンサート
　～Xmasスペシャル～
高萩中学校吹奏楽部を迎えてのジョイ

ントコンサートをお楽しみください！
日時　11月26日（日）
　午後０時30分開場、１時開演
場所　文化体育館「ひだかアリーナ」
費用　無料
問 い合わせ　日高市吹奏楽団
　牧本☎989－4919
 info@hidaka－shisui.jp

■ 日高市障がい者創作活動合同作品展2023
　障がいの有無に関わらず、多様であ
ることを認め合うことができる、創作
活動を通じて社会参加の機会を得て、
市民に作品を見て感想をいただく機会
の提供を目的に開催します。
日時　12月８日（金）～10日（日）
　午前10時～午後３時
場所　総合福祉センター「高麗の郷」
問 い合わせ　日高市障がい者相談支援
センター　大野☎978－7681

■第15回オルフェクリスマスライブ
　４年ぶりのライブです。
※マスク着用のご協力をお願いします。
日時　12月９日（土）
　午後１時開場、１時30分開演
場所　高萩公民館
人数　120人（申し込み順）
費用　無料
申 し込み　11月15日（水）以降に、電
話または直接下記へ

問 い合わせ　高萩公民館☎989－2145
■第17回かわせみオープンバドミントン大会
日時　12月10日（日）　午前９時から
場所　文化体育館「ひだかアリーナ」
※文化体育館「ひだかアリーナ」の駐

車場は使用できません。市役所臨時駐
車場を使用してください。
種目　ミックスダブルス
　 ①１部、②２部、③３部、④４部（男
女とも初級者）、⑤シニア部（60歳
以上）、⑥小学生の部…A（５年・６
年）、B（３年・４年）、C（１年・２年）
費用（１ペア・当日集金）
　一般：3,600円
　連盟員・小学生：2,000円
申 し込み　11月18日（土）までに、郵
送またはFAXで下記へ
問 い合わせ　バドミントン連盟
　 後藤喜美雄　〒350－1213　大字
高萩2075－16　☎・ 989－5746

■第10回高麗郡建郡歴史シンポジウム
日 時 12月17日（日）
　午後１時～４時45分
場所　総合福祉センター「高麗の郷」
人数　100人（申し込み順）
費用　1,000円（資料代等）
申 し込み　11月６日（月）午前10時以
降に、電話またはメールで下記へ
問 い合わせ　高麗1300事務局
　山田☎978－7432
 info@komagun.jp

出かけて・参加してみませんか

ひ だ か
市民情報
ひ ろ ば

開館時間　午前９時～午後９時
休館日　　11月６日（月）・11日（土）・
　　　　　　　12日（日）・20日（月）
　　　　　12月４日（月）・18日（月）

■大人も楽しもう！HIPHOPダンス教室！
期 日　11月・12月の毎週金曜日（11月10日、12月29
日を除く）
時間　午後７時～８時
対象　16歳以上
費用　6,440円（税込み）
持 ち物等 動きやすい服装、館内シューズ、タオル、飲み物

■日高市民まつり開催
　お友達、家族を誘ってみんなで楽しもう！
日時　11月11日（土）午前10時～午後４時
　　　　　 12日（日）午前 ９時～午後３時
内容　発表会、展示会、各種出店
費用　無料
※当日は、文化体育館「ひだかアリーナ」は休館となります。

文化体育館「ひだかアリーナ」
指定管理者　コナミスポーツ・毎日興業グループ　☎985－2090

公民館名・連絡先 日時 テーマ

高麗公民館　　☎989－2381
12月27日（水）
午前９時～正午

巾着田から高麗峠を歩こう
集合・解散　高麗公民館
人数　30人（申し込み順）
申し込み　11月10日（金）から、高麗公民館へ（当日申し込み不可）武蔵台公民館　☎982－2950

高萩北公民館　☎989－7322
12月２日（土）
午前９時～正午

鎌倉街道（上道）歴史めぐり
集合・解散　高萩北公民館
人数　30人（申し込み順）
申し込み　11月10日（金）から、高萩北公民館へ（当日申し込み不可）高萩公民館　　☎989－2145

※問い合わせは各公民館へお願いします。また、時間やコースを変更する場合があります。

楽しく歩こう！12月の定例健幸ウオーキング！
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I n f o r m a t i o n

く  ら  し  の 情 報
人　口（令和５年10月１日現在）

火災・救急（令和５年９月）

休祝日・夜間診療所、歯科診療所

火災 救急１件（22件）
■（　）内は、令和５年１月からの累計です。

274件（2,247件）

飯能日高消防署内（飯能市小久保291）
日曜日・祝日 夜　間 問い合わせ

内科・
小児科

午前９時～11時30分
午後１時30分～３時30分

午後８時～
９時45分 ☎971－0177

歯　科 午前９時～11時30分 なし ☎973－4114

総数

男 女

54,456人（－３人）

27,051人（+18人） 27,405人（－21人）

世帯数 24,862世帯（+38世帯）

■（　）内は、前月比です。

　不用品等の情報を希望者に紹介する制度です。有償・無償、
取引方法等は当人同士で決めていただきます。

★ゆずります

運動器具、網戸、冷凍庫、ピアノ、チャイルドシート、
学習机・いす、ダイニングテーブル、子ども服、植木鉢、
コンポスト、冷蔵庫、ベビーベッド

★ゆずってください
体操着・エプロン（高萩幼稚園用）、自転車、ゴルフステ
ィック、草刈機、琴、イギリスのロックバンドのCD

※交換の品物の情報は10月23日現在のものです。
※「ゆずります」への問い合わせは、毎月７日（土・日曜日の場
合は以後の平日）から受け付けます。
申し込み・問い合わせ　産業振興課商工観光担当

無 相料 談
相談種類 期日 時間 相談場所 予約 問い合わせ

法律相談 11月17日（金） 午後１時～４時20分 生涯学習センター２階
11月７日
（火）から 総務課

人権推進・
市民活動担当

12月７日（木） 市役所１階101会議室

女性相談 11月30日（木）
12月14日（木） 午後１時～３時40分 市役所１階相談室

行政相談 11月17日（金） 午後１時30分～３時30分 生涯学習センター２階 不要人権相談 11月17日（金） 午後１時30分～３時30分 生涯学習センター２階
税務相談 11月17日（金） 午後１時30分～３時30分 生涯学習センター２階 不要 税務課市民税担当
心配ごと相談
11月８日は精神保健福祉士に
よるこころの相談も行います

11月８日（水）
12月６日（水） 午前10時～正午

（面接相談）
総合福祉センター「高麗の郷」
（電話相談）☎985－9100

不要

日高市
社会福祉協議会
☎985－9100

法律相談
弁護士による相談（４人まで） 11月16日（木） 午後１時～２時20分 総合福祉センター「高麗の郷」 必要

成年後見制度相談
司法書士・税理士・行政書士・社
会福祉士による相談（３人まで）

11月15日（水） 午後１時～４時 総合福祉センター「高麗の郷」 必要

出前相談
生活での困りごと、家計、仕
事、ひきこもりなど

11月13日（月） 午前10時～午後３時 市役所１階相談室 不要

ひとり親家庭
ハローワーク就労相談 12月12日（火） 午前10時30分～

午後０時30分 市役所１階相談室 必要
子育て応援課
子育て応援担当

家庭児童相談
子育ての悩みや不安の相談
（性格、生活習慣、言語、非行、
虐待などの家庭内の問題）

月～金曜日
（祝日を除く） 午前９時～午後５時

（面接相談）市役所１階
　　　　　子育て応援課内
（電話相談）☎985－8118

不要

教育相談室 月～金曜日
（祝日を除く） 午前10時～午後５時

（面接相談）
生涯学習センター２階
（電話相談）☎989－7879

面接相談
のみ必要

教育センター
教育相談室
☎989－7879

労働相談 随時 午前10時～午後４時 市役所など（応相談） 必要
産業振興課
商工観光担当

内職相談
内職に関する求職相談、
ハローワーク求人情報の提供

火曜日
（祝日を除く）

午前９時30分～正午
午後１時～４時 産業振興課 不要

消費生活相談
契約トラブル、多重債務など

月・火・水・金曜日
（祝日を除く）

午前10時～正午
午後１時～４時 市役所３階相談室 不要

消費生活相談センター
（産業振興課内）
☎989－2111

精神科医師による
こころの健康相談 12月20日（水） 午後（時間予約制） 保健相談センター 必要

保健相談センター
保健相談担当
☎985－5122

健康相談
乳幼児…身体測定、保育相談、
栄養相談（母子健康手帳持参）
成人…血圧測定、尿検査、健
康相談、栄養相談

第１～第４水曜日 午前９時30分～11時15分 保健相談センター 不要

生活習慣病予防相談
血圧測定、尿検査、健康相談、
体脂肪測定、栄養相談など

12月６日（水）
    25日（月） 午後（時間予約制） 保健相談センター 必要

※各
かくそうだん

相談の詳
しょうさい

細な内
ないよう

容は、市
し

ホームページまたは各
かくこうきょうしせつ

公共施設に置
お

いてある「日
ひ だ か し

高市＜市
しみんそうだん

民相談＞のご案
あんない

内」をご覧
らん

ください。
※【For foreigners】Saitama Information & Support（SIS） tel:048－833－3296 （Saitama International Association）
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令
和
5
年
11
月
１
日
発
行

編
集
／
市
政
情
報
課

発
行
／
日
高
市
役
所　
　
　
　

〒
３
５
０－

１
２
９
２
埼
玉
県
日
高
市
大
字
南
平
沢
１
０
２
０
番
地

  
☎
０
４
２－

９
８
９－

２
１
１
１

０
４
２－

９
８
９－

２
３
１
６

「
広
報
ひ
だ
か
」
は
２
万
１
３
０
０
部
作
成
し
、
１
部
当
た
り
の
印
刷
単
価
は
約
26
円
で
す
。
見
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

お子さんの写真を掲載し
ませんか？電子申請で簡
単に投稿できます。 ➡

佐久間星
せ ら

来ちゃん（２歳２か月）
　　

金子茉
ま し ろ

白ちゃん（１歳０か月）
　　

守屋衣
い お り

織ちゃん（２歳５か月）
　　颯

は や と

隼ちゃん（０歳７か月）

わが家の

愛撮る

楽しみな行事は？小学生に
聞きました！

秋
晴
れ
の
日
の
澄
ん
だ
空
、

柔
ら
か
な
日
差
し
、
頬
を
撫
で

る
風
に
、
季
節
が
秋
へ
と
移
り

変
わ
っ
た
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
夏
バ
テ

で
１
割
引
き
さ
れ
て
い
た
食
欲

も
２
割
り
増
し
で
戻
っ
て
き
た

上
に
食
べ
物
が
３
倍
美
味
し
く

感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
食

欲
の
秋
。
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
い

う
間
に
、
う
そ
？
４
㎏
？

健
幸
の
た
め
運
動
習
慣
も
身

に
つ
け
て
い
き
ま
す
…
。
（
Ｓ
）

夢を持ち、夢に向かって
努力を続けていくことの
大切さを学ぶ

運　動　会！！

　10月４日に高萩北小学校でドリーム・スクール・キャラ
バン「走力UP！教室」（協賛ジブラルタ生命）が行われました。

　体験前は30分という短い時間で足が
速くなることなんて無いと考えていた
子どもたち。プロスプリントコーチ荒
川優さんが講師を務めた今回の教室を
通じて実際にタイムが速くなったこと
を体感し、「見て学び」、「自分で考え」、
「お互いに応援してみんなで向上」して
いくことで、夢をかなえていけるとい
う確かな自信が芽生えました。




